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黄

巾

の

首L

前

史

多

田

1局

介

tま

じ

め

①
 

本
稿
は
、
二
世
紀
初
頭
か
ら
の
小
農
民
の
流
亡
と
反
凱
の
経
過
を
た
ど
る
こ
と
に
主
と
し
て
費
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
、
一
八
四
年
の
黄
巾
の

凱
勃
護
の
原
因
と
凱
の
性
格
を
考
え
る
。
糞
巾
の
凱
が
後
漢
帝
園
の
倒
壊
に
劃
し
て
、
ほ
ぼ
決
定
的
な
役
割
を
果
し
た
と
見
ら
れ
る
以
上
、
そ

の
性
格
や
護
生
の
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
い
か
な
る
朕
況
と
勢
力
が
後
漢
帝
園
を
倒
壊
さ
せ
た
か
を
考
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
は
ず

で
あ
る
。
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一
O
O
年
ご
ろ
か
ら
一
三

O
年
ご
ろ
|
|後
漢
帝
国
下
降
期
の
第
I
段
階

後
漢
帝
園
の
権
力
の
中
植
部
H
宮
廷
に
お
け
る
混
観
の
萌
し
は
、
四
代
和
帝
が
八
八
年

一
O
歳
で
即
位
し
、
賓
太
后
が
臨
朝
執
政
し
た
こ
ろ

に
求
め

b
れ
よ
う
。
だ
が
、
和
帝
代
ま
で
は
、
戸
口
統
計
は
上
昇
傾
向
を
堅
持
し
て
い
た
。
慮
々
に
流
民
は
誕
生
し
て
い
る
も
の
の
、
反
範
と

い
う
ほ
ど
の
も
の
は
な
く
、
漣
境
の
異
民
族
の
騒
仙
波
も
大
規
模
に
な
る
以
前
に
鎮
定
さ
れ
て
い
た
。

後
漢
書
和
帝
紀
論
は
、

自
中
興
以
後
、
逮
子
永
元
(
和
帝
)、
雄
頗
有
描
張
、
而
倶
存
不
擾
、
是
以
膏
民
歳
培
、
闇
土
世
贋
。

と
い
い
、
菅
人
皇
甫
説
も
、

永
卒
(
後
漢
二
代
皇
帝
明
帝
〉
・
建
初
〈
三
代
章
帝
)
之
際
、
天
下
無
事
、
務
在
養
民
、
迄
子
孝
和
、
民
戸
滋
殖
。
(
績
漢
書
郡
園
志
一

割
旬



、法
師
同
一弥
帝
王
世
紀
)

と
の
べ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
五
代
蕩
帝
が
在
位
一
年
足
ら
ず
で
死
ん
だ
あ
と
を
う
け
て
、-
一
O
六
年
に
即
位
し
た
六
代
安
帝
の
こ
ろ
に
な
る

と
、
圏
内
の
矛
盾
は
顕
著
に
な
っ
て
く
る
。

こ
の
こ
と
に
閲
し
て
後
漢
書
列
惇
巻
二
八
論
は、

安
・
順
以
後
、
風
威
梢
薄
、
冠
嬢
帯
横
、
縁
隙
而
生
、
剰
人
盗
邑
者
、
不
関
時
月
、

億
署
皇
王
者
、

蓋
以
十
数
、
或
託
験
神
道
、
或
矯
妄
完

ロ
院
。

と
い
い
、
同
じ
く
後
漢
書
陳
忠
俸
は
、

自
帝
(
安
帝
)
即
位
以
後
、
頻
遁
元
三
之
居
、
百
姓
流
亡
、
盗
賊
並
起
、

‘郡
鯨
更
相
飾
匿
、
莫
肯
糾
設。

と
い
う
。
ま
た
地
方
の
み
な
ら
ず
、
京
師
に
つ
い
て
も
、
後
漢
書
橋
玄
俸
に
よ
れ
ば
、

自
安
帝
以
後
、
法
禁
補
強
、
京
師
劫
質
、
不
避
豪
貴
。

と
い
う
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
寅
巾
の
範
前
史
と
L
て
、

安
帝
代
に
入
っ
て
ま

っ
さ
き
に
起
っ
た
の
は
、
涼
州
方
面
に
居
た
莞
人
た
ち
の
反
観
で
あ
っ
た
。
か
れ
ら
は
す
で
に
前
代
か
ら
「
諸
降
発
布

@
 

し
て
郡
牒
に
在
り
。

皆
、
吏
人
・
豪
右
の
各
役
す
る
所
と
魚
り
、
積
す
る
に
愁
怨
を
以
て
す
」
と
い
う
朕
態
に
置
か
れ
て
い
た
。

た
ま
た
ま
安

帝
の
、
氷
初
元
年
(
一

O
七
)
夏
、
帝
園
は
西
域
を
確
保
す
る
た
め
に
騎
都
尉
王
弘
を
遣
し
た
。
王
弘
は
「
金
城

・
臨
西

・
漢
陽
の
莞
数
百
千

、騎
」
を
徴
護
し
て
西
征
の
途
に
つ
い
た
が
、
道
々
さ
ら
に
多
数
の
尭
人
を
徴
護
し
た
。
か
り
出
さ
れ
た
莞
人
た
ち
は
、
前
途
の
不
安
か
ら
、
酒

③

、

泉
に
至
・る
と
動
揺
し
寸
軍
国
は
分
解
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
に
劃
し
て
帝
圏
は
、
「
諸
郡
各
々
兵
を
設
し
て
倣
遮
し
、或
い
は
其
の
底
落
を
覆
す
」

と
い
う
強
匪
的
姿
勢
に
出
た
が
、
た
め
に
美
人
た
ち
ば
一
一
暦
追
い

つ
め
ら
れ
、
反
凱
は
本
格
的
な
も
の
と
な

っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
「
騎
附

し
て
既
に
久
し
く
、
復
た
器
甲
無
し
。
或
い
は
竹
竿
木
枝
を
持
ち、

以
て
文
矛
に
代
え
、
或
い
は
板
案
を
負
い
、
以
て
績
と
魚
し
、
或
い
は
銅

か
た
ど

鏡
を
執
り
て
、
以
て
兵
に
象
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
ま

っ
た
く
窮
迫
さ
れ
て
の
無
計
輩
の
反
範
で
あ
っ

た。

鎮
座
す
る
帝
園
の

側
は
「
郡
鯨
畏
情
し
て
制
す
る
能
わ
ず
」
、
多
に
な
っ
て
車
騎
将
軍
部
鴎
・
柾
西
校
尉
任
向
は
「
五
管
及
び
三
河

・
三
輔
・
汝
南
・
南
陽

'・
頴
川

一
躍
安
帝
代
ご
ろ
か
ら
考
察
を
は
じ
め
る
の
は
安
嘗
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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-
太
原
・
上
薬
の
兵
、
合
し
て
五
高
人
を
賂
い
、
漢
陽
に
屯
」
し
た
が
、
翌
年
に
至
っ
て
大
敗
を
喫
し
た
。
こ
の
結
果
武
都

・
上
郡

・
西
河
の

諸
種
尭
人
は
、
東
は
越
・
説
、
南
は
漢
中
に
侵
入
し
、
さ
ら
に

三
輔
を
冠
紗
し
た
。

一
O
九
年
に
な
る
と
、

烏
寝

・
南
旬
奴
・
鮮
卑
も
北
迭
の

諸
郡
を
騒
擾
'し
、
翌
年
に
は
南
旬
奴
は
常
山
固
ま
で
侵
冠
し
た
が
、
美
人
卒
定
の
方
も
依
然
と
し
て
準
ま
ず
、
つ
い
に
、
嘗
時
大
将
軍
の
位
に

@
 

昇
っ
て
朝
政
を
専
ら
に
し
て
ド
た
都
機
は
、
「
軍
投
方
費
、
事
相
い
贈
ら
ざ
る
を
以
て
、
涼
州
を
棄
て
、
力
を
北
溢
に
弁
せ
ん
と
欲
」
し
た
ほ

ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
三
輔
が
直
ち
に
溢
境
に
な
る
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
危
険
さ
か
ら
貫
行
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
よ
う

な
案
が
検
討
さ
れ
る
ほ
ど
後
漢
帝
園
の
力
は
弱
ま

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

莞
人
た
ち
は
さ
ら
に

一
一
一
年
に
は
河
東
・
河
内
ま
で
侵
冠
す
る
あ

⑤
 

り
さ
ま
で
、
そ
の
後
も
容
易
に
卒
定
で
き
ず
、
ど
う
や
ら
鎮
静
を
み
た
の
は
順
帝
末
の
建
康
元
年
(
一
四
四
)
に
至
っ
て
で
あ
っ
た。

一
O
七
年
に
起
っ

た
降
尭
の
反
慨
が
容
易
に
鎮
定
で
き
ず
、
こ
の
よ
う
に
大
規
模
に
な

っ
た
原
因
は
後
漢
帝
園
の
軍
事
組
織
上
の
絞
陥
だ
け

に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
以
前
に
も
進
境
諸
族
の
小
規
模
な
騒
動
は
時
お
り
護
生
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、

な
ぜ
に
こ
の
時
黙
に
至
っ
て

「竹
竿
木
校
を
以
て
文
矛
に
代
え
」
た
と
い
う
よ
う
な
反
飢
が
こ
れ
ほ
ど
機
大
し
て

L
ま
っ
た
の
か
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

永
初
初
年
、
美
人
の
反
観
が
起

っ
た
前
後
ご
ろ
か
ら
圏
内
は
し
ば
し
ば
水
皐
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
つ
づ
け
た
。

『
績
漢
書
五
行
志
』
・
暴
漢
書
五
行
志
注
所
引
古
今
注
』
に
よ
っ
て
年
代
順
に
そ
の
稜
生
朕
況
を
み
て
み
よ

h
。
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『
後
漢
書
本
紀

・
列
停
』

七
月
郡
園
九
大
水
傷
稼

(
五
行
志
)
、
九

O

郡
園
十
四
皐
(
古
今
注
〉
、

秋
京
都
皐
(
五
行
志
)
、

師
大
水
(
和
帝
紀
)
・
十
月
五
州
雨
水
(
向
上
)
・
淫
雨
傷
稼
(
五
行
志
)
、
一

O
O
六
月
頴
川
大
水
傷
稼
(
五
行
志
)
、
一

O
一

(
五
行
志
)
、
一

O
二
淫
雨
傷
稼
(
五
行
志
〉
、
一

O
三

淫

雨
傷
稼
(
五
行
志
)
・
丹
陽
郡
園
二
十
二
並
皐
(
古
今
注
)
、

未
詔
菟
議
徐
翼
四
州
比
年
雨
多
傷
稼
禁
出
酒
(
和
帝
紀
)
・

秩
七
月
皐
(
向
上
〉

蕩
帝
代

一
O
六

安
帝
代

-
O六

皐
〈
古
今
注
)
、

和
帝
代
入
九

九
四

九
八

五
月
京

淫
雨
傷
稼

一O
四

二
月
己

六
月
郡
圏
三
十
七
大
水
傷
稼
(
麗
帝
紀
〉

九
月
六
州
大
水
(
安
帝
紀
)
・
十
月
四
州
大
水
(向
上
〉
、

一
O
入
五
月
早
(
安
帝
紀
〉

・
六
月
京
師
及
郡
園
四
十
大
水
〈
同
上
〉
、

一O
七

郡
園
四
十
一
水
出
漂
浪
民
人
(
五
行
志
〉
・
郡
園
入

京
師
及
郡
園
四
十
一
雨
水
雷
弁
涼
こ
州

一O
九



大
観
人
相
食
ハ
安
帝
紀
〉
ぃ
郡
盟
八
皐
ハ
古
今
注
)
、
一
一

O

一
一
一
郡
園
八
雨
水
(
安
帝
紀
)
・
夏
皐
(古
今
注
)、

園
五
皐
瞳
(
安
帝
紀
)、

帝
紀〉
、

一
一
九

三
郡
大
水
(
安
帝
組
む

・
郡
園
十
淫
雨
傷
一
稼
(
五
行
志
)
・
夏
皐
れ
古
今
注
)
j

d

一
一
二
五
月
早
(
安
帝
紀
〉
、

一
↓
三
夏
皐
(
五
行
志〉
、

一一

四

京
師
及
郡

五
月
京
師
皐
(
安
帝
紀
)
、
↓

一
六

四
月
京
師
皐

(
安
帝
紀
)
、

一
一

入

三
月
京
師
及
郡
薗
五
早
〈
安

五
月
京
師
皐
(
安
帝
紀
)
、

=
二
京
都
及
都
圏
二
十
九
淫
雨
傷
稼
是
時
発
反
久
未
卒
百
姓
屯
成
不
解
愁
苦
(
五
行
志
〉

京
師
及
郡
園
二
十
七
雨
水
(
安
帝
紀
)
・
郡
園
五
皐
傷
稼
(
古
今
注
)
、
郡
園
五
連
雨
傷
稼
(
五

一一

五

郡
園
四
皐
(
古
今
注
〉
、
一一一一一

一一一一一

行
志
)、

一
二
四

郡
圏
三
十
六
雨
水
(
安
帝
紀
〉

順
帝
代

一
二
六
詔
以
疫
矯
水
糠
令
人
中
十
職
今
年
田
租
傷
害
什
四
以
上
勿
牧
責
不
満
者
以
責
除
之
(
順
帝
紀
)
、

三
月
皐
ハ
順
帝

紀
)、
一

二
λ

六
月
早
(
順
帝
紀
)
、

一
二
九

司
隷
荊
議
売
翼
部
淫
雨
傷
稼
(
五
行
志
)、
二
ニ

O

四
月
京
師
皐
(
順
帝
紀
)、

二
三

翼
州
淫
雨
傷
稼
(
五
行
志
)、
二
ニ
二
二
月
京
師
皐
(
順
帝
紀
〉
、

二
三
ニ
六
月
早
(
順
帝
紀
)
、
一

三
四
河
南
三
輔
大
皐
五
穀
災
傷
，(周

二
月
白
去
多
皐
至
子
是
丹
(
順
帝
紀
〉
、

一夏
洛
陽
暴
水
殺
千
齢
人
(
楊
厚
俸
)、

ご
ニ
九 一

二
七

/ 

奉
停
V

、
一
三
五

一
一
ニ
六

八
月
太
原
郡
皐
民
庶

-1.63一

流
冗
(順
帝
紀
)

以
上
の
水
皐
災
に
さ
ら
に
瞳
害
も
し
ば
し
ば
加
っ
た
。
こ
れ
ら
各
年
の
災
害
が
ど
こ
で
起
っ
た
か
は
必
ず
し
も
記
さ
了
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ

ち
、
「
河
南
L

、
「
三
輔
」、「
京
師
」
、
「
司
隷
」、「
荊」
、
「議」
、
「
太
原
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
が
、
被
災
の
郡
園
の
数
を
記
す
だ

け
か
、
ま
た
は

2
ハ
月
阜
」
と
い
う
よ
ろ
に
ま
っ
た
く
地
域
に
言
及
し
な
い
例
も
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
貧
民

・
飢
民

・
流
民
の
護
生
地
填
か

ら
考
え
る
と
、
和
帝
代
か
ら
は
じ
ま
っ
て
安
帝

一
代
か
ら
順
帝
代
に
及
ん
だ
連
績
す
る
自
然
災
害
は
、
慶
大
詰
卒
野
が
耕
地
化
さ
れ
、

人
口
密

度
の
高
い
部
分
の
多
か
っ
た
黄
河
下
流
域
H
関
東
地
区
に
最
も
大
き
な
打
撃
を
輿
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
地
区
が
大
き
な
被
害
を
う
け
た

こ
と
は
、
針
発
戦
遂
行
の
経
済
的
基
盤
を
あ
や
ふ
や
な
も
の
に
し
た
。
ま
た
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
封
尭
戦
を
放
棄
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
戦

争
は
耀
績
さ
れ
た
か
ら
、
そ
の
こ
と
は
自
然
災
害
と
あ
い
ま
っ
て
、
ま
す
ま
す
経
済
的
基
礎
で
あ
る
関
東
地
区
の
農
民
た
ち
を
窮
乏
さ
せ
て
い

っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
根
本
的
に
は
美
人
の
反
範
の
大
規
模
化
は
、
ー後
漢
祉
舎
を
崩
壊
さ
せ
て
い
っ
た
原
因
で
は
な
く
、
大
量
の
小
農
民
の
ら

547 
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破
産
に
よ
っ
て
崩
壕
し
つ
つ
あ
る
社
舎
を
背
景
に
し
た
帝
園
権
力
で
は
、
尭
人
の
反
凱
を
早
期
に
鎮
座
す
る
こ
と
が
不
可
能
だ
っ
た
の
だ
と
み

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

永
初
二
年
(
一

O
入
)
に
御
史
中
丞
焚
準
は
「
連
年
水
皐
災
異
、
郡
園
多
く
飢
困
を
被
る
」
を
も
っ
て
、

伏
見
、
被
災
之
郡
、
百
姓
凋
残
、
恐
非
賑
給
所
能
勝
施
、
難
有
其
名
、
移
無
其
賞
、
可
依
征
和
元
年
故
事
、
遣
使
持
節
慰
安
、
尤
困
乏
者、

徒
置
荊
・
揚
執
郡
、
既
省
鴎
運
之
費
、
且
令
百
姓
各
安
其
所
、
今
難
有
西
屯
之
役
、
宜
先
東
州
之
急
、
如
遣
使
者
輿
二
千
石
、
随
事
消
息
、

悉
留
富
人
、
守
其
奮
土
、
輔
尤
貧
者
、
過
所
衣
食
、
誠
究
母
之
計
也
。
(
後
漢
書
焚
準
俸
〉

と
上
言
し
て
い
る
。
こ
の
上
言
に
よ
り
、
焚
準
と
議
郎
呂
倉
は
守
光
旅
大
夫
に
擢
用
さ
れ
、
準
は
糞
州
に
、
倉
は
売
州
に
使
し
た
。
準
に

つ
い

て
は
さ
ら
に
「
部
に
到
り
、
倉
を
聞
き
て
票
食
し
、
生
業
を
慰
安
す
。
流
人
威
な
蘇
息
す
る
を
得
」
と
い
う
。
こ
の
奨
準
の
上
言
か
ら
も
、
関

東
地
匿
に
お
け
る
大
量
の
破
産
農
民
の
誕
生
が
、
封
尭
戟
遂
行
の
上
で
足
か
せ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
前
後
の
朕
況
を
み
る
と

永
初
元
年
(
一

O
七
)
正
月
に
は
「
司
隷
・
売
・
繋
・
徐
・
翼
・
弁
州
の
貧
民
に
民
し
、

「
揚
州
五
郡
の
租
米
を
調
し
て
、
東
郡

@
 

(
亮
州
に
属
す
〉
・
酒
陰
(
菟
州
)
・
陳
留
(
売
州
)
・
梁
園
(
藻
州
)
・
下
あ
(
徐
州
)
・
山
陽
(
売
州
)
に
臓
給
」
し
、
翌
二
年
正
月
に
は
寸
河

⑤

1
 

南
(
司
隷

γ
下
部
・
東
莱
(
圭
円
州
)
・
河
内
(
司
隷
)
の
貧
民
に
菓
」
し
、
さ
ら
に
前
述
の
撲
準
・
呂
倉
の
糞
・
!亮
二
州
へ
の
波
遣
が
行
な
わ

あ
ら
わ

れ
、
七
月
の
詔
で
は
「
候
不
俸
を
以
て
大
業
を
遵
奉
す
。
市
し
て
陰
陽
差
越
、
興
異
並
び
見
れ
、
蔦
民
飢
流
し
、
莞
一
組
叛
畏
九
」
と
述
べ
ざ
る

@
 

を
得
な
い
朕
況
で
あ
り
、
ま
た
十
月
に
は
「
済
陰
・
山
陽
・
玄
菟
(
幽
州
)
の
貧
民
に
票
」
↑
し
、
十
二
月
に
は
「
東
郡
・
鉦
鹿
(
糞
州
〉
・
慶

@
 

腸
ハ
幽
州
U

・
安
定
(
涼
州
)
・
定
嚢
(
弁
州
)
・
柿
圏
(
珠
州
)
の
貧
民
に
票
」
し
て
い
る
。
安
帝
代
珠
州
刺
史
を
つ
と
め
た
鐸
顕
に
関
連
し

ま

さ

@

て
「
時
に
天
下
飢
荒
し
寸
競
い
て
盗
賊
と
矯
る
。
州
界
牧
捕
す
る
こ
と
且
に
寓
除
人
L

と
い
う
。
を
た
後
越
の
一

一
O
年
の
朝
歌
の
賊
の
卒
定

に
関
心
て
、
朝
歌
長
虞
翻
は
「
朝
歌
は
韓
・
貌
之
郊
、
大
行
を
背
に
し
て
黄
河
に
臨
み
、
敷
倉
を
去
る
こ
と
百
里
、
而
し
て
青
・
翼
之
人
、
流

@
 

亡
数
首
問
、
賊
、
倉
を
聞
き
て
衆
を
招
き
、
庫
兵
を
一劫
し
て
城
皐
を
守
り
、
天
下
の
右
管
を
断
つ
を
知
ら
ず
。
此
れ
憂
う
る
に
足
ら
ざ
ら
ん
や
」
と

め
べ
て
い
る
か
ら
、
一
一

O
年
嘗
時
、
数
高
の
流
民
が
青
・
婁
滴
州
に
費
生
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
安
帝
末
年
に
お
レ
て
も
廷
光
三
一年

六
月
に
は
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、
⑬

、

パ

一
二
四
)
六
月
に
は
寸
侍
御
史
を
遣
し
て
青

・
糞
ニ
州
の
災
害
を
分
行
し
、
盗
賊
を
督
鎌
す
い
と
い
い
、
順
帝
伐
に
久
っ
て
も
永
建
二
年
ハ

一

⑮
 

二
七
)
に
は
「
荊
・
議
・
亮
・
糞
四
州
の
流
冗
の
貧
人
に
直
前貸」

し
、
永
建
六
年
(
一
三
二

十
一
月
の
詔
で
は

「
連
年
災
療
、
糞
部
尤
も
甚

⑫
 

し
。
比
り
に
寅
傷
を
錨
除
し
、
窮
置
。を
贈
幽
す
る
も
、
而
れ
ど
も
百
姓
猶
業
を
棄
て
る
有
る
が
ご
と
く
、
流
亡
絶
え
ず
」
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
貧
民
・
飢
民
・
流
民
の
護
生
地
域
の
う
ち
、
北
漫
の
涼
州
F

弁
州
・
幽
州
三
州
は
、
ほ
と
ん
ど
の
郡
が
人
口
密
度
は

一
卒
方
キ

⑮

⑫

 

ロ
嘗
り
五
人
以
下
で
あ
り
、

一
人
以
下
と
い
う
郡
も
多
い
。
さ
き
に
見
た
美
人
の
反
蹴
に
つ
い
て
言
え
た
と
同
様
に
、
関
東
地
直
が
安
定
し
て

@

'
 

い
た
な
ら
ば
、
北
漫
三
州
の
賑
岨
も
あ
る
程
度
容
易
で
ーあ
っ
た
ろ
う
。
問
題
は
翼
州

・
売
州
を
中
心
と
し
て
西
は
司
隷
東
部
の
河
内

・
河
南
、

東
は
青
州
・
徐
州
、
南
は
譲
州
に
か
か
る
黄
河
下
流
域
の
卒
野
部
に
貧
民
一
・
飢
民
・

流
民
が
多
護
し
、

!こ
の
地
域
が
帝
闘
の
経
済
的
基
礎
と
し

て
の
役
割
を
果
せ
ず
、
南
隣
の
江
准
地
匿
の
負
携
を
強
化
さ
せ
る
存
在
に
轄
落
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

多
設
す
る
貧
民
・
飢
民
・
流
民
の
う
ち
に
は
、
一緊
一
集
じ
て
積
極
的
に
攻
撃
行
動
を
と
る
者
も
出
て
く
る
。
こ
う
な
る
と
正
史
に
は
「
賊
」
と
記

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
安
帝
代
で
は
、
叢
生
年
代
・場
所
・
指
導
的
人
物
な
ど
、
な
い
し
は
そ
の
い
ず
れ
か
が
判
明
す
る
も
の
は
四
件
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
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ω
一O
入

劇
賊
畢
豪
ら
青
州
卒
原
界
に
入
り
、
鯨
令
と
戦
い
、
最
経
は
東
郡
太
守
に
捕
得
さ
る
(
後
漢
書
劉
茂
停
)

海
賊
張
伯
路
ら
三
千
絵
人
、
将
軍
を
自
稿
し
、
漬
海
の
九
郡
を
冠
L
、

一一

O
年
に
は
卒
原
の
劉
文
河
ら
」
ニ
百
除
人
と
合
し
て
高
i

唐
に
入
っ
て
官
衝
を
焼
き
、
囚
徒
を
解
放
。
一
部
は
さ
ら
に
遼
東
に
入
り
、
一
一
一
年
に
至
り
卒
定
さ
る

(
後
漢
書
安
帝
紀

・
同

法
雄
博
)

朝
歌
ハ
河
内
郡
)
の
賊
拍
車
7

季
ら
数
千
人
、
長
吏
を
攻
殺
し
、
歴
年
屯
琢
旅
し
て
い
た
が
、
朝
歌
長
虞
到
に
よ
り
卒
定
さ
る

(
後
漢
書

ω
一O
九

制
一
↑

0

虞
翻
俸
〉

}
 

aa' 
(
 

漢
陽
の
社
靖

・
王
信
ら
反
し
、
先
零
諸
種
発
と
上
部
城
を
攻
め
る
も
、
翌
年
卒
定
さ
る
(
後
漢
書
安
帝
紀
・
同
西
発
停
)

こ
れ
ら
四
件
の
う
ち
、
例
は
涼
州
で
あ
っ
て
開
東
地
区
で
は
な
い
。

ω
・

ωは
華
北
互い野
'東
端
沿
海
部
で
お
こ
り
、
ー仰
は
西
端
部
中
央
官両
地
に

549‘ 



550 

隣
接
す
る
地
域
で
お
こ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
雨
端
に
は
さ
ま
れ
た
慶
大
な
卒
野
部
で
は
「
賊
」
と
は
記
さ
れ
な
い
が
、
大
量
の
流
民

・
飢

民
・
貧
民
が
生
み
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
既
に
み
た
。

右
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
後
漢
帝
園
の
下
降
期
の
第
I
段
階
は
、
尭
人
の
反
蹴
に
よ

っ
て
強
化
さ
れ
た
閥
東
地
区
に
お
け
る
大
量
の
小
農
民

の
破
産
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
直
接
的
原
因
は
、
和
帝
末
年
ご
ろ
か
ら
の
連
年
の
天
候
-不
順
で
あ

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
和
帝
代
か
ら

萌
し
、
安
帝
代
に
本
絡
化
し
た
自
然
災
害
の
多
設
は
単
に
天
候
の
異
饗
の
み
に
闘
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
み
ら
れ
る
。
天
候
の
異
偶
然
は
園
家

構
造
・
祉
曾
構
造
を
通
し
て
農
業
生
産
上
の
災
害
と
し
て
蹄
結
じ
て
く
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、

つ
ぎ
に
古
代
専
制
園
家
と
し
て
の
後
漢

帝
園
の
構
造
と
聞
東
地
区
の
農
業
に
つ
い
て
極
め
て
大
ま
か
な
見
通
し
を
の
べ
る
こ
と
に
す
る
。

、
後
漢
帝
園
の
基
本
構
造
は
皇
帝
に
よ
る
小
農
民
の
個
別
人
頭
支
配
に
あ
り
、
そ
の
貼
前
漢
帝
固
と
性
格
を
同
じ
く
す
る
。

豪
族
は
こ
の
基
本

構
造
に
依
援
し
つ
つ
成
長
し
て
き
た
。
か
れ
ら
と
い
え
ど
も
、

皇
帝
に
よ

っ
て
健
現
さ
れ
て
い
る
専
制
園
家
が
、
虞
汎
な
小
農
民
か
ら
の
租
税

徴
牧
や
各
役
務
働
編
成
に
よ
っ
て
行
う
、
大
規
模
な
治
水
濯
瓶
工
事
・
年
ご
と
地
域
ご
と
に
偏
差
を
も

っ
て
あ
ら
わ
れ
る
凶
荒
の
き
い
の
賑
悩

・
異
民
族
の
侵
入
掠
奪
の
阻
止
な
ど
の
機
能
を
全
穫
と
し
て
肩
代
り
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
皇
帝
擢
力
の
機
能
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た。

だ
か
ら
、
豪
族
は
そ
の
護
展
の
過
程
に
お
い
て
小
農
民
を
直
線
的
に
波
落
さ
せ
て
自
己
の
経
営
内
に
隷
属
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
ず
、
か

れ
ら
を
郷
里
枇
曾
の
構
成
主
健
・
園
家
の
公
民
と
し
た
ま
ま
で
、
偲
作
・
傭
作
・
借
貸
な
ど
の
関
係
を
通
し
て
支
配
す
る
経
営
形
態
を
と
っ

@

、

た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
浪
落
し
つ
つ
あ
る
小
農
民
は
園
家
と
豪
族
の
二
重
の
牧
奪
を
被
む
る
存
在
と
な
り
、
か
れ
ら
の
絶
劉
的
窮
乏
化
は
進
行
し
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た
か
ら
、
い
ず
れ
は
園
家
の
公
民
と
し
て
の
負
揖
能
力
を
失
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

一間
作

・
傭
作
・
借
貸
な
ど
は
か
れ
ら
の
破
産
を
一
段
階
さ
き

へ
延
期
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
安
帝
代
に
お
け
る
関
東
地
区
の
大
量
の
流
民
・
飢
民
・

貧
民
さ
ら
に
は
賊
の
護
生
は、

右
に
の
ベ
た
小
農
民

'に
劃
一す
る
二
重
の
支
配
が
、
こ
の
地
匿
に
お
一い
て
一
定
の
限
界
に
直
面
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、

豪
族
の
成

長
は
ま
す
ま
す
多
く
の
小
農
民
を
二
重
支
配
の
わ
く
内
に
く
り
込
む
が
、
そ
れ
に
よ

っ
て
公
民
と
し
て
の
圏
家
か
ら
の
要
請
に
答
え
ら
れ
る
能



力
を
も
っ
た
小
農
民
は
減
少
l
u
て
ゆ
く
。
園
家
は
全
領
域
的
な
規
模
で
共
同
睡
的
機
能
を
果
す
だ
け
の
人
的
・
物
的
資
源
を
硲
保
で
き
な
く
な

，

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
豪
族
経
営
の
準
展
が
も
た
ら
し
た
結
果
な
の
だ
が
、

豪
族
は
自
ら
が
招
い
た
結
果
に
束
縛
さ
れ
、
ま
す
ま
す
、
よ
位
の
共

同
瞳
と
し
て
の
園
家
に
も
、
下
位
の
共
同
盟
と
し
て
の
郷
里
に
も
依
接
す
る
ニ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
そ
の
経
営
は
一
段
と
私
的
色
彩
を
つ
よ

め
る
。
す
怠
わ
ち
、
分
解
が
進
行
し
て
い
る
郷
里
社
禽
の
構
成
に
頼
っ
て
は
経
営
を
す
す
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
従
来
の
偲
作
・
傭
作
民
を
可

@
 

能
な
か
ぎ
り
、
自
己
経
営
内
年
隷
属
さ
せ
て
一
国
的
支
配
を
強
化
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
豪
族
支
配
下
の
隷
属
民
が
多
く

な
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
皇
帝
権
力
は
弱
ま
り
、
・
皇
帝
権
力
が
果
し
て
い
た
全
領
域
的
規
模
で
の
勘
農
機
能
も
後
退
せ
ざ
る
を
得
な
い
y

し
か
も
一

国
的
支
配
を
強
化
し
た
豪
族
の
経
替
は
そ
の
分
だ
吟
従
来
の
皇
帝
権
力
の
機
能
を
肩
代
り
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
J

す
な
わ
ち
、
従
来
は
小
農

民
を
主
慢
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
た
下
部
小
共
同
盟
と
し
て
の
郷
里
と
、
上
位
の
共
同
穫
と
し
て
の
園
家
と
の
相
乗
的
効
果
に
よ

っ
て
維
持
さ

れ
て
い
た
か
な
り
の
農
耕
地
が
、
豪
族
の
私
的
経
営
一
本
で
は
維
持
で
き
な
'く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
波
落
小
農

民
の
か
な
り
の
部
分
が
、
豪
族
経
営
内
に
隷
属
民
と
し
て
と
り
込
ま
れ
る
こ
と
な
く
、
農
業
生
産
の
過
程
か
ら
放
逐
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
も

な
る
。
以
け
よ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
安
帝
代
に
お
け
る
異
民
族
の
反
飽
を
卒
定
す
る
こ
と
の
困
難
さ
・
蓮
績
す
る
自
然
災
害

・
破
産
農
民

の
増
加
は
、
い
ず
れ
も
根
本
的
に
は
豪
族
経
営
の
進
展
が
も
た
ら
し
た
上
位
の
一
共
同
睦
と
し
て
の
園
家
の
機
能
の
弱
化
の
結
果
で
あ
る
と
い
え

L
4
A
ノ
。
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後
漢
代
の
郡
園
別
人
口
密
度
を
見
る
と
、
一
一
午
方
キ
ロ
あ
‘た
り
五

O
人
を
こ
え
る
も
の
は
易
郡
一
つ
を
除
い
て
す
べ
て
関
東
地
区
に
属
す

@
 

る
。
関
東
の
郡
園
の
大
牢
は
五

O
人
を
こ
え
、
そ
の
う
ち
で
も
東
卒
・
彰
城
ー・
頴
川
・

陳
園
は
一

O
O人
-Z
こ
え
、
清
河
・
任
城
は

一
五

O
人

を
こ
え
る
。
秦
代
・
前
漢
代
は
、
後
漢
代
と
異
っ
て
闘
中
が
首
都
と
大
人
口
を
擁
し
、
毎
年
闘
東
か
ら
莫
大
な
粟
が
開
中
へ
遭
運
さ
れ
た
。

関

東
地
匿
の
う
ち
で
も
困
端
の
中
央
高
地
寄
り
の
地
域
や
泰
山
山
塊
の
周
漫
部
な
ど
は
山
地
か
ら
の
小
河
川
や
比
較
的
高
水
位
の
地
下
水
を
利
用

@
 

し
て
春
秋
以
前
か
ら
小
規
模
な
濯
班
長
耕
が
行
な
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
戦
園
期
に
お
い
て
も
、
関
東
地
匪
は
西
方
の
秦
に
比
べ
て
高
い
水
利

技
術
を
保
有
し
て
い
た
が
、
戦
園
か
ら
秦
'・
漢
と
、
専
制
権
力
の
確
立
に
つ
れ
て
、
こ
の
地
匡
に
よ
り
大
規
模
な
水
利
濯
瓶
施
設
が
造
成
さ

551 
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れ
、
濯
瓶
田
の
面
積
も
増
加
し
、
貼
在
し
て
い
た
古
く
か
ら
の
小
面
積
の
潅
翫
田
の
多
く
も
よ
り
大
き
な
濯
班
施
設
の
中
に
く
み
込
ま
れ
て
い

っ
た
と
見
ら
れ
る
。
水
利
濯
概
に
よ
る
土
地
生
産
力
の
増
大
が
人
口
増
加
を
可
能
に
し
た
し
、
ま
た
小
農
民
相
互
の
聞
に
分
解
を
ひ
き
起
し
、

@
 

偲
作
・
傭
作
に
よ
る
高
牧
奪
の
豪
族
経
営
を
設
展
さ
せ
た
の
で
あ
る
う
。
漢
代
に
豪
族
の
多
い
土
地
と
し
て
有
名
な
河
内
・
河
南
・
頴
川
・
越

・
貌
・
泰
山
は
い
ず
れ
も
さ
き
に
の
ベ
た
山
地
に
隣
接
す
る
地
域
に
属
す
る
か
、
な
い
し
は
そ
の
よ
う
な
地
域
を
含
む
が
、
そ
れ
よ
り
下
っ
た

@

@

@

@

@

@

 

鉦
鹿
・
清
河

・
陳
留
・
山
陽
・
東
郡
・
汝
南
な
ど
に
も
豪
族
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
前
引
の
永
初
二
年
の
奨
準
・
呂
倉
の

糞
・
亮
二
州
へ
の
分
行
に
さ
き
だ
っ
奨
準
の
上
言
は
、
二
州
の
急
を
救
う
た
め
に
「
悉
く
富
人
を
留
め
、
其
の
奮

P

十
十
を
守
ら
せ
、
尤
も
貧
な
る

し
か
も
前
段
で
「
尤
も
困
乏
せ
る
者
を
徒
し
て
荊
・
揚
の
軌
(熟
〉
郡
に
置
く
」
べ
し
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

者
を
轄
ず
る
」
策
を
出
し
、

は
、
連
年
の
水
早
災
具
と
い

っ
て
も
、
翼
・
菟
雨
州
全
鎧
に
貧
者
と
富
者
の
整
方
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
し
、
富
者
と
は
豪
族
と
異
る
も
の

で
『は
な
か
ろ
う
。
そ
う
し
て
徒
民
劉
象
と
な
っ
た
「
尤
も
貧
な
る
者
」
と
は
、
豪
族
の
成
長
に
つ
れ
て
、
地
域
の
農
業
過
程
か
ら
疎
外
さ
れ
て

し
ま

っ
た
存
在
と
考
え
ら
れ
る
。
豪
族
は
郷
里
社
舎
の
共
同
健
機
能
を
弱
化
さ
せ
、
そ
の
結
果
と
し
て
地
域
の
耐
災
能
力
は
弱
ま
り
、
そ
の
こ
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と
が
さ
ら
に
破
産
農
民
を
生
み
出
し
て
ゆ
く
。
後
漢
帝
園
に
は
も
は
や
こ
の
豪
族
を
強
権
に
よ
っ
て
抑
医
す
る
カ
は
な
く
、
破
産
農
民
を
ま
だ

さ
ほ
ど
混
鈍
し
て
い
な
い
江
准
地
区
に
投
入
す
る
と
い
う
消
極
策
し
か
賀
行
で
き
ず
、
線
鰻
と
し
て
の
関
東
地
匿
の
農
業
ほ
流
民
、
飢
民
を
切

り
棄
て
つ
つ
そ
の
規
模
を
縮
少
す
る
こ
と
に
よ
っ
そ
暫
時
の
安
定
を
得
る
。

以
上
に
よ
っ
て
、
聞
東
地
匿
に
お
け
る
流
民
、
飢
民
の
褒
生
が
豪
族
の
私
的
経
営
の
深
化
に
起
因
す
る
と
い
う
私
見
を
の
ベ
え
た
。
本
筋
は

こ
れ
に
つ
き
る
が
、
な
お
若
干
附
言
す
る
。
関
東
地
匿
の
う
ち
で
も
、
山
東
半
島
の
沿
海
部
は
史
料
か
ら
う
か
が
う
と
、
豪
族
が
あ
ま
り
存
在

し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
人
口
密
度
の
貼
か
ら
み
る
と
、
前
漢
の
東
莱
・
謬
東
・
設
邪
・
泰
山
、
後
漢
の
東
莱

・
破
邪
・
泰
山
・
東
海
は
毎

卒
方
キ
ロ
五

O
J二
O
人
主
あ
り
、
西
側
の
閥
東
地
匡
の
中
心
部
と
比
一一べて低
'く
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
泰
山
山
地
以
東
の
地

は
、
河
川
や
地
形
の
関
係
で
、
水
利
濯
瓶
が
護
展
し
に
く
く
、
夏
期
の
降
雨
に
の
み
頼
る
割
合
が
大
き
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
.
れ
る
。

そ
の
た
め
総
じ
て
こ
の
地
域
の
土
地
生
産
力
は
低
く
、
流
民
・
飢
民
も
、
地
域
に
お
け
る
豪
族
経
営
の
瑳
展
と
い
う
そ
メ
γ
ト
以
前
に
〉
気
象



保
一
件
ハ
と
く
に
降
一
水
量
不
足
)
と
圏
一
家
の
過
重
牧
奪
に
よ
る
耐
災
能
力
の
低
下
に
よ
っ
て
直
接
的
に
費
生
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
と
み
ら
作

る
。
た
と
丸
山
山
、
前
漠
末
、
青
、
徐
を
中
心
に
お
こ
っ
た
赤
眉
の
渠
帥
の
一
人
力
子
都
(
徐
州
東
海
の
人
〉
に
つ
い
て
、
漢
書
王
奔
俸
は
、
天

ょ
う
や

鳳
六
年
(
一
九
)
の
僚
に
「
是
の
時
、
関
東
機
皐
数
年
、
力
子
都
等
の
黛
衆
簿
く
多
し
一
と
い
う
し
、
そ
れ
よ
り
も
前
、
卒
帝

η
元
始
二
年

@
 

(
ニ
)
に
も
「
郡
園
大
い
に
皐
瞳
、
青
州
尤
も
甚
し
く
、
民
流
亡
す
」
と
い
い
、
炎
阜
の
害
が
車
円
州
に
き
び
し
く
e

現
れ
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
ま
た
桓
帝
代
、
延
蕉
九
年
(
一
六
六
〉
の
一第
一
次
蒸
鍋
の
さ
い
の
陳
蕃
の
上
疏
に

J

「
青
・
徐
炎
皐
す
。
五
穀
損
傷
し
、
民
物
流
濯
し
、
茄

寂
足
ら
九
」
と
い
う
。
と
こ
ら
が
、
寅
巾
の
飽
の
誕
生
以
後
に
だ
み
と
「
時
に
責
巾
の
群
盗
鹿
慮
に
麟
起
す
。
而
れ
ど
も
宥
部
股
賞
、
軍
革
向

@
 

多
九
円
」
、
「
是
の
時
徐
方
〈
徐
州
〉
の
百
姓
股
盛
、
穀
質
甚
だ
豊
な
り
」
と
い
う
記
述
が
子
え
る
。
こ
れ
ら
は
、
気
象
候
件
の
肝
調
と
寅
巾
の
観

に
よ
っ
て
後
漢
帝
園
の
小
農
民
に
射
す
る
支
配
力
が
弱
ま
っ
た
、こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
δ

す
な
わ
ち
、
主円
州
・
徐
州
の
地
の
か
な
り
の
部

分
は
、
専
制
園
家
の
水
利
面
に
お
け
る
共
同
種
機
能
の
働
く
齢
地
が
少
な
く
、
関
東
地
匡
中
心
部
ほ
ど
に
は
豪
族
と
そ
の
隷
属
民
に
分
解
す
る

に
至
る
高
い
土
地
生
産
力
は
保
障
さ
れ
て
お
ら
ず
、
個
々
の
小
農
民
は
再
生
産
の
た
め
の
必
要
部
分
に
く
い
込
む
ほ
ど
の
園
家
に
よ
る
牧
奪
を

う
け
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
安
帝
代
以
降
下
責
巾
の
範
護
生
ま
で
の
時
期
、
こ
の
地
に
流
民
、
飢
民
が
多
護
す
る
要
因
に
な
っ
て
い
た
と
み
ら

れ
る
。
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一一
一
三

0
年
代
か
ら
一
六

O
年
ご
ろ
|
|
後
漢
帝
閣
下
降
期
の
第
E
段
階

第
I
段
階
は
、
'
後
漢
祉
舎
の
矛
盾
が
准
河
以
北
の
跡
東
地
匿
に
集
中
的
に
あ
ら
わ
れ
た
時
期
亡
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
ベ
る
第
E
段
階
と
は

「
海
賊
」
骨
盤
(
績
漢
書
天
文
志
中
で
は
曾
於
〉
ら
が
曾
'稽
の
諸
鯨
を
攻
焼
し
、
ま
た
「
揚
州
六
郡
の
妖
賊
」

章
何
ら
が
四
十
九
鯨
を
冠
し
て
、

長
吏
を
殺
傷
す
る
と
い
弘
事
件
の
起
っ
た
順
帝
の
陽
嘉
元
年

(一

三
二
〉
か
ら
、
桓
帝
の
延
烹
五
年
(
二
ハ
二
)

「
長
沙
・
零
陵
の
賊
」
が
起

@
 

る
ま
で
を
目
安
と
し
て
設
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
後
漢
祉
舎
の
混
飽
が
江
准
地
匿
に
ま
で
及
ん
で
き
た
こ
と
が
こ
の
段
階
の
特
色
で
あ
る
。

以

y
 

m
下
に
ま
ず
、
こ
の
時
期
の
反
凱
を
筒
畢
に
列
記
す
る
。



江
郡
の
僚

・
同
天
文
志
中
・
後
漢
書
沖
帝
紀
)

永
和
中
荊
州
に
盗
賊
起
り
、
調
年
定
ま
ら
な
か

っ
た
が
、
荊
州
刺
史
李
固
は
賊
帥
夏
密
ら
六
百
除
人
を
蹄
附
さ
す
ハ
後
漢
書
李
固

俸
・
資
治
通
鑑
漢
紀
順
帝
永
和
六
年
の
僚
)

泰
山
太
守
と
な

っ
た
李
固
は
歴
年
屯
緊
ーし
て
い
た
盗
賊
を
招
誘
(後
漢
書
李
固
侍
)

十
除
年
間
揚
・
徐
の
聞
を
冠
観
し
た
贋
陵
の
賊
張
嬰
ら
数
蔦
人
、
贋
陵
太
守
張
綱
に
降
る
。
だ
が

一
四
五
年
復
た
起
り
、

堂
邑

・

江
都
の
長
を
攻
殺
(
後
漢
書
順
帝
紀

・
同
質
帝
紀

・
同
張
綱
俸

・
間
際
撫
博
〉

南
郡
・
江
夏
の
盗
賊
城
邑
を
窟
掠
(
後
漢
書
順
帝
紀
〉

帥
一
四
四
群
盗
憲
陵
に
護
す
(
後
漢
書
沖
帝
紀
)

，
 

倒
一
四
一

J
一
四
叫
巴
郡
の
人
服
直
、
数
百
人
の
黛
を
褒
め
て
天
王
と
自
稿
ハ
後
漢
書
紳
晶
体
)

丹
陽
の
賊
陸
宮
ら
城
を
圏
み
淳
寺
を
焼
く
。
太
守
之
を
討
つ
(
後
漢
書
質
帝
紀
V
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帥
一
四
一

帥 ~4)

四四

同

一一
四
四

制
一
四
五

舎
稽
に
海
賊
曾
控
5
(

曾
於
〉
ら
起
る
(
後
漢
書
順
帝
紀
・
績
漢
書
天
文
志
中
)

揚
州
六
郡
の
妖
賊
章
何
ら
四
十
九
臓
を
冠
し
、

句
章

・
郵

・
郁
三
回
桝
長
を
殺
す
(
後
漢
書
順
帝
紀

・
綴
漢
書
天
文
志
中
)

盆
州
の
盗
賊
、
令
官
民
を
劫
質
し
列
侯
を
殺
す

(
後
漢
書
順
帝
紀
)

江
夏
の
盗
賊
、
利
長
を
殺
す
(
後
漢
書
順
帝
紀
)

九
江
の
賊
察
伯
ら
数
百
人
、
贋
陵
・
九
江
を
攻
め
、
城
郭
を
燐
き、

江
都
長
を
殺
す

(
後
漢
書
順
帝
紀

・
績
漢
書
天
文
志
中
〉

呉
郡
丞
学
珍
反
し
、
郡
府
を
攻
む
(
後
漢
書
順
帝
紀
・
績
漢
書
天
文
志
中
)

一
四
四
年
に
至
り
卒
定
さ
る
(
後
漢
書
膝
撫
停

・
同
順
帝
紀
・

同
沖
帝
紀
・

九
江
の
賊
活
容

・
周
生
ら
歴
陽
に
屯
接
し
て
反
し
、

績
漢
書
天
文
志
中
〉

陰
陵
の
人
徐
鳳

・
馬
勉
ら
嘗
塗
鯨
馬
丘
緊
に
反
し
、
郡
勝
を
冠
す
。

一
四
五
年
卒
定
さ
る

(
後
漢
書
際
撫
俸

・
績
漢
書
郡
園
志
九

170ー



帥
一
四
五
慮
江
の
盗
賊
、
尋
陽
・
好
台
を
攻
む
(
後
漢
書
質
帝
紀
)

ω
一
四
五
歴
陽
の
賊
華
孟
、

J

黒
帝
と
稿
し
、
九
江
太
守
を
攻
殺
。
際
撫
に
討
た
る
(
後
漢
書
質
帝
紀
・
同
牒
撫
停
)

陳
留
の
盗
賊
李
堅
、
皇
帝
を
自
稽
し
訴
に
伏
す
(
後
漢
書
桓
帝
紀
〉

甘
陵
の
人
劉
文
と
南
郡
の
妖
賊
劉
鮪
は
清
河
相
を
劫
し
て
王
宮
に
至
り
、
清
河
王
蒜
を
皇
帝
に
擁
立
し
よ
う
と
し
た
が
、
珠
き
る

(
後
漢
書
清
河
孝
王
慶
俸
・
同
李
固
簿
〉

長
卒
の
陳
景
、
黄
帝
の
子
と
自
稿
し
官
属
を
署
置
、

(
後
漢
書
桓
帝
紀
)

倒
一
四
七

帥
一
四
七

帥
一
四
八
，

側
一
五

O

倒
-
一
五
四

間
一
五
四

倒
一
六

O

側
一
六

O

南
頓
の
管
伯
は
員
人
と
自
稿
、
J

と
も
に
丘
ハを
撃
げ
ん
p

と
し
た
が
訣
に
伏
す

扶
風
の
妖
賊
非
女
優
、
皇
帝
を
白
精
し
珠
に
伏
す

(後
漢
書
桓
帝
紀
)

萄
郡
の
李
伯
、
宗
室
を
詐
稽
し
、
立
ち
て
太
初
皇
帝
た
ら
ん
と
し
た
が
謙
さ
る
(
後
漢
書
桓
帝
紀
一
)

一
五
六
年
卒
定
さ
る
(
後
漢
書
桓
帝
紀

・
同
段
踊
停

・
同
度
向
侍
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泰
山
・
破
邪
の
賊
公
孫
禦
・
東
郭
賓
ら
三
高
人
郡
鯨
を
破
援
。

.
同
韓
関
傭
〉

泰
山
・
浪
邪
の
賊
努
丙
ら
復
た
反
し
、
百
姓
を
冠
掠
す
(
後
漢
書
桓
帝
紀
・
同
越
彦
傍
)

泰
山
の
賊
叔
孫
無
忌
、
都
尉
を
攻
殺
し
、
中
郎
終
宗
資
に
討
た
る

(
後
漢
書
桓
帝
紀
・
同
皇
甫
規
博
・
同
第
五
種
傍

・
同
越
し
診

停
)

側
一
六
一
南
陽
の
黄
武
と
裏
城
の
恵
得
・
見
陽
の
繁
季
、
妖
言
相
い
署
し
、

皆
な
誌
に
伏
す
(
後
漢
書
桓
帝
紀
)

⑬

a
 

以
上
二
六
件
。
こ
の
う
ち

ωと
帥
に
は
連
繋
行
動
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
し
、
間
・

倒

・
倒
は
あ
る
い
は

一
連
の
活
動
だ

っ
た
か
も
し
れ
な
レ

し
、
帥
は
‘二
件
に
数
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
嘗
然
の
こ
と
な
が
ら
反
範
期
間
J

参
加
人
員
等
規
模
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら

一
躍
こ
の
二
六
件
と
い
う
数
え
方
を
認
め
た
上
で
論
旨
を
準
め
る
。

〆

切

'
'江
推
地
底
に
起
っ
た
も
の
は
判
・
制
・
制
・
制
・
側
・

ω・
倒
・
倒
・
制
-
M
W

・
倒
・
側
・
削
の
一
三
件
で
、
全
鎧
の
牢
ば
を
占
め
、
時
期
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は
第
E
段
階
も
前
半
に
集
中
し
て
い
る
@
つ
ぎ
に

r

徐
州
北
部
の
現
邪
郡
・
売
州
西
部
の
泰
山
一
郡
日
泰
山
川
浪
邪
地
区
の
反
蹴
は
叫
・
帥
・
帥
・

倒
の
四
件
で
あ
り
)
う
ち
三
件
は
第

E
段
階
の
後
半
に
起
っ
て
い
る
。
と
、れ
ら
第
E
段
階
の
江
准
地
底
・
泰
山
政
邪
地
匿
の
反
蹴
は
規
模
が
大

き
く
、
明
ら
か
に
一
農
一
民
反
蹴
と
み
ら
れ
る
も
の
が
多
い
。
の
こ
り
九
件
の
地
域
的
内
語
は
、
盆
州
三
件

(的
・
帥
・
倒
)
、
翼
州
〈
清
河
〉
}

@
 

件
ハ
側
〉
、
亮
州
(
陳
留
)
一
件
(
倒
〉
、
議
州
(
汝
南
と
頴
川
)
二
件
(
凶
・
側
)
、
司
隷
爪
洛
陽
と
コ一
輔〉

二
件
(
例
・
倒
〉
で
あ
る
。
丙

容
的
に
は
例
・
例
・
仰
が
「
盗
賊
」
・
「
群
盗
」
と
記
さ
れ
て
い
る

0

・
こ
れ
は
破
産
農
民
に
出
自
し
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
帥
・
倒
・
倒
・

ω・
闘
・
倒
は
そ
れ
ぞ
れ
天
王
・
皇
帝
・
責
帝
の
子
・
員
人
と
自
稽
し
た
り
、
皇
帝
擁
立
を
計
っ
た
り
、
宗
室
を
詐
稽
し
た
り
し
た
も
の
。
う

ち
仰
は
盗
賊
で
も
あ
っ
た
が
、
の
こ
り
五
例
は
ど
の
程
度
の
、
い
か
な
る
人
々
の
直
接
的
支
持
が
あ
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。

ま
た
側
の
妖
言

の
内
容
も
不
明
で
あ
る
。
お
お
む
ね
こ
の
時
期
の
反
飢
は
江
滋
地
匡

"と
泰
山
・
破
邪
地
匿
に
頻
護
し
、
規
模
も
大
き
く
、
そ
の
他
の
地
域
は
件

敷
も
少
な
く
、
散
渡
的
で
、
規
模
も
小
さ
か
っ
た
と
い
え
る
。

第
I
段
階
で
は
開
策
地
区
が
後
漢
社
舎
の
矛
盾
の
集
中
的
護
現
の
場
で
あ
っ
た
。
ぞ
れ
で
は
何
故
に
第
E
段
階
に
至
る
と
、
江
准
地
匡
に
ま

で
混
施
、
が
媛
大
ず
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
一
世
紀
、
司
馬
遁
は
こ
の
地
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

‘楚
・
越
之
地
、
地
蔵
人
希
守
飯
稲
奨
魚
、
或
火
耕
一
而
水
縛
、
一
果
階
一
風
蛤
、
不
待
費
而
足
、
地
執
輪
開
食
、
無
飢
僅
之
患
、
以
故
皆
旗
倫
生
、
無

積
褒
市
多
貧
、
是
故
江
・
准
以
南
、
無
凍
餓
之
人
ト
、
亦
無
千
金
之
家
。
(
史
記
貨
殖
停
〉

も
ち
ろ
ん
そ
れ
以
後
開
褒
が
進
め
ら
れ
、
後
漢
代
も
と
く
に
前
半
に
お
い
て
は
、
多
く
の
地
方
官
が
江
准
地
直
以
南
の
地
に
お
い
て
、
率
先
し

9

J
 

て
肢
の
一造
営
・
復
修
を
行
な
い
'、
先
準
農
業
技
術
の
数
授
に
務
め
、
墾
田
の
増
加
に
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
南
陽
郡
・
汝
南
郡
は
豪
族
の
多
い

土
地
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
二
世
紀
末
の
詩
で
あ
る
が
、
孫
擦
に
仕
え
た
准
陰
の
人
歩
鴨
は
、
贋
陵
の
人
衡
雄
と
と
も
守
に
江
東
に
移

⑬

l

l

-

住
し
「
倶
に
瓜
を
種
す
る
を
以
て
自
給
」
し
た
が
、
と
き
に

「禽
稽
の
焦
征
尭
、
郡
之
家
族
に
し
て
人
客
放
縦
な
タ
。
騰
と
雄
、
其
の
地
を
食

@
 

む
を
求

。む
る
も
)
侵
す
所
と
焦
る
を
曜
る
。
乃
ち
共
に
刺
を
締
め
瓜
を
奉
じ
て
、
、
以
て
笹
発
に
献
、
ず
」
と
い
い
ブ
舎
一
稽
郡
に
も
豪
族
を
認
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
胸
の
卒
定
に
闘
し
て
は
「
下
部
の
人
謝
安
、
募
に
鹿
じ
て
某
の
宗
親
を
率
い
て
、
伏
を
設
け
て
鳳
ハ
徐
鳳
〉
を
撃
ち
、rJ~



之
を
斬

vN-
と
い
う
が
、
謝
安
一
ほ
豪
族
で
あ
っ
た
か
と
も
思
洗
る
。
商
業
に
つ
い
て
は
、
王
充
の
哩
先
は
前
漢
末
、
倉
権
一応
お
い
〈
商
肢
を
業

@
 

と
し
た
と
い
う
し
、
後
漢
後
半
で
は
、
孫
壁
若
年
の
こ
と
と
し
て

「
年
十
七
、

I

父
と
共
に
船
に
載
り
で
銭
塘
に
至
る
。
舎
ミ
海
賊
胡
玉
等
、
鞄

よ

怠

さ

@

里
従
り
上
り
て
買
人
の
財
物
を
掠
取
し
、
方
に
岸
上
に
於
て
之
を
分
つ
」
と
い
う
記
述
も
あ
る
。
こ
の
ま
う
に
見
て
く
る
と
、
史
記
貨
殖
俸
に

描
か
れ
た
江
准
以
南
の
賦
況
を
固
定
し
て
考
え
る
の
は
誤
り
で
あ
る
と
い
え
る
。

@
 

だ
が
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
農
業
生
産
の
面
で
は
腕
東
地
匿
の
農
業
生
産
力
に
劣
る

-
年
休
閑
直
播
稲
作
の

「
火
耕
水
縛
」
の
段
階
に
あ
っ

た
し
、
肢
の
造
営
に
よ
る
耕
地
の
安
定
化
も
全
偉
か
ら
す
れ
ば
ま
だ
限
ら
れ
た
部
分
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
地
臨
に
お
い
て
豪

@
 

族
は
肢
の
造
営
に
よ
る
耕
地
の
安
定
化
を
前
提
と
し
て
、
な
い
し
安
定
化
と
卒
行
し
つ

つ
成
立
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
開
設
の
比
較
的
進

ん
で
い
た
南
陽
、
汝
南
な
ど
は
豪
族
も
多
ノ
ト
存
在
し
た
が
、
こ
の
地
区
全
盟
と
し
て
み
る
と
1

豪
族
が
一
般
的
に
成
立
し
て
い
た
と
は
い
え
な

い
。
そ
れ
故
、
こ
の
地
区
の
農
民
反
蹴
の
指
導
者

J

に
は
、
郷
里
に
お
い
て
豪
族
へ
の
成
長
指
向
を
示
し
つ
つ
も
、

豪
族
化
す
る
以
前
の
段
階
に

お
い
て
加
重
さ
れ
た
園
家
政
奪
に
耐
え
き
れ
ず
、
郷
里
の
成
員
を
率
い
で
蜂
起
し
た
と
い
う
場
合
も
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
さ
ら
に
、

豪
族
が
存
在
し
、
そ
の
経
営
が
私
的
色
影
を
深
化
さ
せ
て
い
た
場
合
で
も
、
こ
の
地
匿
の
濯
甑
施
設
の
主
流
は
阪
に
あ
り
、
北
方
の
渠
に
比
べ

れ
ば
、
個
別
的
に
、
小
さ
な
州
労
働
力
編
成
で
維
持
で
き
る
傾
向
に
あ
っ
た
か
ら

¢
豪
族
経
営
の
設
展
|
↓
下
位
小
共
同
瞳
の
瓦
解
I
↓
水
利
濯

緩
機
構
'の
荒
蹟
・
絹
少
|
↓
大
量
の
小
農
民
の
生
産
過
程
か
ら
の
放
逐

¥γ
と
い
う
経
過
は
、
関
東
地
匿
に
お
け
る
ほ
ど
に
は
ド
グ
ス
チ
ッ
ク
に

は
起
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
必
農
民
が
浪
落
し
、
共
同
佳
が
破
壊
さ
れ
て
も
、

混
落
小
農
民
を
隷
属
民
化
し
た
豪
族
の
私

的
経
営
の
力
量
内
で
、
小
規
模
の
水
利
濯
瓶
施
設
が
維
持
し
や
す
く
、
関
東
地
匡
ほ
ど
に
は
金
程
と
し
て
農
業
が
縮
少
再
生
産
の
過
程
に
輔
落

@
 

し
て
し
ま
う
と
い
う
之
と
は
な
か

っ
た
と
見
ら
れ
る
。
以
上
や
や
煩
績
に
な
っ
た
が
、

江
准
地
匿
混
範
の
要
因
は
、
‘第
I
段
階
の
関
東
地
区
の

‘混
見
の
場
合
と
は
異
な
り
、
一
義
的
に
豪
族
経
営
の
護
展
に
闘
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
貼
を
指
摘
し
た
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
江
准
地
区
混
凱
の
要
因
は
何
な
の
か
。
第
I
段
階
に
お
け
る
関
東
地
匿
の
混
観
に
よ

っ
て
生
じ
た
負
捻
が
、
隣
接
す
る
開
設
途
上

の
江
准
地
匡
に
轄
化
さ
れ
、
比
較
的
低
生
産
力
水
準
に
あ
る
こ
の
地
区
の
小
農
民
に
謝
す
る
園
家
牧
奪
が
加
重
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
と
見
る
ほ
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か
あ
る
ま
い
。
す
で
に
は
や
く
も
、
永
初
元
年
(
↓
O
七
)
に

贈
給
東
郡
・
済
陰

・
陳
留

・
梁
園

・
下
部

・
山
陽。

(
後
漢
書
安
帝
紀
〉

(
九
月
笑
酉
)
調
揚
州
五
郡
租
米
〔
(章
注
〉
玉
郡
謂
九
江

・
丹
陽

・
腿
江

・
臭
郡

・
務
章
也
、
揚
州
領
六
郡、

曾
稽
最
遠
、
蓋
不
調
也
〕
、

と
レ
う
記
事
が
見
え
る
。
被
災
地
や
貧
民
に
射
す
る
「
某
」

・
「票
貸」

・
「
票
給
」
等
の
記
事
は
め
ず
ら
し
い
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
特
定
の

@
 

地
域
名
を
翠
げ
て
、
「
甲
地
の
租
米
を
調
し
て
、
乙
地
に
給
す
」
と
い
う
形
の
記
載
は
後
漢
書
本
紀
で
は
こ
れ
が
初
見
で
あ
る
。

漢
代
、
水
皐

@
 

災
や
大
量
の
窮
民
援
生
の
さ
い
に
は
、
皇
帝
の
命
に
よ

っ
て
郡

・
闘
が
官
倉
を
聞
い
て
食
糧
の
支
給

・
貸
出
し
を
行
っ
た
が
、
関
東
地
匿
の
混

蹴
は
、
現
地
に
お
け
る
貯
蔵
分
だ
け
で
は
間
に
合
わ
ず
、
よ
り
低
生
産
力
水
準
に
あ
っ
た
江
准
地
匿
の
租
米
の
搬
入
を
必
要
と
す
る
ほ
ど
だ

っ

• 
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
江
准
地
区
自
佳
の
耐
災
能
カ
を
弱
め
る
と
と
も
に
、
租
米
の
運
迭
等
の
面
で
も

一一
腐
の
負
揺
を
負
う
こ
と
に
な

っ
た
と
見
ら
れ
る
。
前
節
で
引
い
た
後
準
の
上
言
は
こ
の
翌
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
も
う

一
度
そ
れ
を
見
る
と
、
か
れ
は
「
尤
も
困
乏
せ
る
者

を
徒
し
て
荊
・
揚
の
執
(
熟
)
郡
に
置
く
。
既
に
し
て
輔
運
之
費
を
省
き
、

且
つ
百
姓
を
し
て
各
々
其
の
所
に
安
ん
ぜ
し
む
」
と
述
べ

て
い

る
。
こ
れ
は
江
准
地
匡
か
ら
の
賑
給
米
の
搬
入
が
農
民
の
大
き
な
負
捲
に
な

っ
た
こ
と
と
照
醸
し
て
い
る
。

こ
の
負
捲
を
な
く
す
た
め
に
、
関

東
地
匿
の
破
産
農
民
を
荊
・

揚
の
熟
郡

へ
徒
せ
と
上
言
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
と
お
り
政
策
と
し
て
貫
行
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
問
わ
な
く
て

も
、
事
質
上
、
大
量
の
破
産
農
民
が
江
准
地
直
へ
と
南
下
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
も
ま
た
江
准
地
区
の
負
措
を
増
す
も
の
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
永
初
七
年
(
一
二
一
一
)
に
は
、

九
月
、
調
零
陵

・
桂
陽
・
丹
陽

・
議
章

・
命
日
程
租
米
、
賑
給
南
陽

・
麿
陵

・
下
部

・
彰
城

・
山
陽

・
廊
江

・
九
江
飢
民
。
(
後
漢
書
安
帝
紀
〉

と
い
う
が
、
こ
れ
を
永
初
元
年
(
一

O
七
)
の
際
と
比
較
す
る
と
、
租
米
搬
出
地
、
被
賑
給
地
讐
方
と
も
や
や
南
下
の
傾
向
に
あ
る
の
が
興
味

深
い
。
鹿
江

・
九
江
は
永
初
元
年
に
は
租
米
搬
出
地
で
あ
っ
た
の
が
、
永
初
七
年
に
は
被
賑
給
地
に
な

っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
そ
の
一
方
で
、

右
に
引
い
た
記
事
は
「
又
漬
水
の
鯨
の
穀
を
調
し
、
数
倉
に
験
す
」
と
つ
づ
け
て
お
り
、
章
注
所
引
の
東
観
記
は
「
潰
氷
の
鯨
彰
城

・
贋
陽

・

庫
江

・
九
江
の
穀
九
十
首
問
削
を
殻
倉
に
、
4

怒
る
」
と
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
康
江

8

・
九
江
は
一
方
で
よ
勺
南
方
諸
郡
か
ら
の
賑
給
を
う
け
つ
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っ
、
他
方
水
運
の
利
あ
る
地
域
ば
穀
を
数
倉
に
迭
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
敷
倉
は
卒
常
芯
ら
版
、
関
東
地
直
中
む
部
か
ら
の
濯
、穀
主
選

本
に
し
て
い
た
&
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
准
河
の
南
岸
に
位
置
す
る
九
江
戸
盛
江
や
幽
州
贋
陽
協
か
ら
ま
で
穀
を
、迭
ら
せ
る
の
は
、
そ
れ
だ
け
閥

東
地
匿
の
農
業
生
産
の
衰
退
を
物
語
る
。
九
江
・
慮
江
は
一
方
で
飢
民
の
存
在
が
明
記
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
関
東
地
匿
の
農
業
の

混
観
の
し
わ
ょ
せ
を
被
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
事
態
が
右
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

一
三

0
年
代
か
ら

一
四

0
年
代
に
か
け
て
の
江
准
地
直
に
お
け
る
反
凱
の
績
護
は
、
右
に
み
た
こ
の
地
匿
の
小
農
民
か
ら
の
園
家
牧
奪
が
一

定
の
限
界
に
つ
き
嘗
っ
た
こ
と
、を
意
味
し
よ
う
。
制
の
康
陵
の
賊
張
嬰
は
太
守
張
綱
に
制
到
し
て
「
荒
奮
の
愚
人
、
自
ら
朝
廷
に
通
ず
る
能
わ

@

，

j

ほ
し
い

ず
。
侵
在
に
堪
え
ず
、
遂
に
復
た
相
レ
緊
り
て
生
を
倫
む
」
と
蜂
起
の
理
由
を
述
、
べ
て
い
る
。

張
一
綱
も
ま
た
「
前
後
二
千
石
多
く
貧
暴
を

擦

ま
ζ

と

@

に
す
。
故
に
公
(
張
嬰
を
指
す
)
等
の
懐
憤
し
て
相
い
緊
る
を
致
す
。
二
千
石
信
に
罪
有
る
な
り
」
と
自
認
し
て
い
る
。
張
綱
の
自
認
は
、
地

方
官
の
個
人
的
慾
意
的
な
農
民
か
ら
の
牧
奪
と
レ
う
意
味
合
-
こ
え
て

1

関
見
地
面
の
混
乱
に
よ
る
江
准
地
面
の
負
措
培
と
い
う
全
髄
的
な
事
態

一

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

ー

旬

、
張
嬰
ら
の
場
合
は
、
地
方
官
を
通
し
て
の
園
家
牧
奪
に
耐
え
き
れ
ず
川
「
相
い
緊
り
て
生
を
倫
む
」
と
い
い
、
後
漢
帝
園
と
の
針
決
・

そ
の
否

，
一

定
と
い
う
側
面
が
明
確
に
は
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
第
E
段
階
に
お
い
て
、
混
飽
が
関
東
地
匿
の
み
な
ら
ず
、
江
准
地
直
に
ま

で
ひ
ろ
が
っ
た
こ
と
は
、
後
漢
帝
園
の
上
位
共
同
鐙
と
し
て
の
力
量
と
権
威
、の
破
産
、
単
な
る
牧
奪
機
構
へ
の
轄
落
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
。
そ

れ
故
、
諸
反
飽
の
う
ち
に
は
、
自
費
的
に
後
漢
帝
園
と
そ
の
皇
帝
を
拒
否
し
、
自
分
た
ち
の
手
で
共
同
胞
問
機
能
を
回
復
し
た
園
家
を
再
建
し
ょ

う
と
意
園
す
る
も
の
，も
多
く
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
五
行
思
想
や
初
期
遁
数
の
数
義
な
ど
を
何
ほ
ど
か
身
に

の
け
た
イ
デ
オ
ロ

l
グ

・
指
導
者
に

よ
っ
て
率
い
ら
れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
イ
デ
オ
ロ

l
グ
・
指
導
者
が
「
妖
亙
」
「
妖
賊
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
貫
態
で
あ
っ

た
と
考
え
一ら
れ
る
。
「
妖
亙
い
「
妖
賊
」
は
史
料
上
、
前
漢
に
は
ほ
と
ん
ど
あ
ら
わ
れ
ず
、

一
後
漢
初
に
や
'
ゃ
あ
ち
わ
れ
、
後
漢
中
期
、
そ
れ
も

@
 

順
帝

'以
後
、
ー
す
な
わ
ち
本
稿
で
い
う
第
E
段
階
に
入
っ
て
激
増
し
て
く
る
。
仰
は
そ
の
↓

例
、
「
妖
賊
」

章
何
に
率
い
ら
れ
た
農
民
反
範
と
み

ら
れ
る
が
一
ほ
か
に
も
「
妖
賊
」
の
語
は
な
く
て
も
仰
の
「
皮
冠
責
衣
し
、
玉
印
を
帯
び
、
責
帝
と
稿
し
、

替
を
嘗
塗
山
山
中
に
築
く
。
乃
ち
年

559 
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競
を
建
て
、
百
官
を
置
句
」
と
い
う
馬
勉
指
導
の
例
な
ど
は
典
型
的
な
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
妖
賊
イ
デ
オ

ロ
l
グ
と
波
落
小
農
民
の

結
合
に
よ
る
反
飢
の
大
規
模
な
も
の
が
糞
巾
の
凱
で
あ
っ
た
。
責
巾
の
範
の
規
模
の
大
き
さ
は
、
太
卒
道
と
い
わ
れ
た
張
角
の
数
義
の
内
容
そ

e
t

、

@

の
も
の
が、

他
の
妖
亙
・
妖
賊
の
そ
れ
よ
り
も
多
数
の
波
落
小
農
民
に
射
し
て
普
遍
性
を
も
っ
て
い
た
黙
と
、
よ
り
根
本
的
に
は
、
次
節
で
み

る
よ
う
に
第
直
段
階
長
江
中
流
以
南
の
地
匡
で
も
ま
た
反
観
が
多
渡
し
、
関
東
地
直

・
江
准
地
直
に
お
け
る
矛
盾
が
よ
り
一
層
尖
鋭
な
も
の
に

な
っ
て
い
た
こ
と
に
依
る
で
あ
i

ろ
う
。
な
お
、

ω
・
倒
・
帥
・
附
・
側
ぞ
第
皿
段
階
の
伺
-
附
な
ど
浪
落
小
農
民
と
の
結
び
つ
き
が
確
認
で
き

な
い
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
イ
テ
オ

ロ
ー
グ
の
み
が
農
民
と
結
び
つ
く
こ
と
な
く
行
動
を
起
し
た
事
例
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
が
、

そ
れ
も
ま
た
後
漢
帝
園
の
全
般
的
危
機
の
深
化
の
反
映
で
は
あ
る
。

帥
・
帥
・
側
、・

倒
は
関
東
地
匝
の
東
端
泰
山

・
浪
邪
地
直
で
起

っ
た
反
蹴
で
あ
る
。
こ
の
地
直
が
流
民

・
窮
民
を
生
じ
や
す
い
こ
と
に
つ
い

て
は
す
で
に
前
節
末
尾
で
説
い
た
。
ま
た
泰
山
郡
は
泰
山
山
塊
の
山
脚
部
の
豪
族
経
営
の
護
展
し
た
地
域
も
有
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
と

と
ろ
で
は
豪
族
の
私
的
経
営
の
深
化
が
共
同
様
を
破
壊
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
農
業
生
産
の
過
程
か
ら
放
建
さ
れ
た
流
民
を
生
む
。
以
上
の
朕
況

は
第
I
段
階
以
来
の
も
の
で
あ

っ
た
が
、
第
E
段
階
に
入
る
と
、
泰
山
山
塊
の
険
阻
に
依
っ

て
「
賊
」
と
な
っ
た
も
の
が
四
例
あ
ら
わ
れ
ヤ

ま
た
聞
の
泰
山
・
現
邪
の
賊
公
孫
拳
・
東
郭
賓
ら
三
世
間
人
が
活
動
す
る
前
年
に
は
卒
野
部
で
大
水
害
が
あ
り
、
数
十
蔦
戸
が
流
民
と
化
し
て
い

た
。
後
漢
書
桓
帝
紀
は
こ
れ
に
つ
い
て
永
輿
元
年
(
一
五
一
ニ
〉

「
秩
七
月
、
郡
圏
三
十
二
躍
。
河
水

t

溢
す
。
百
姓
飢
窮
し
、
道
路
に
流
冗
し
、

@
 

数
十
高
戸
有
る
に
至
る
。
糞
州
尤
も
-甚
し
」
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
第
I
段
階
に
お
い
て
矛
盾
が
集
中
的
に
あ
ら
わ
れ
た
関
東

地
直
は
、
江
准
地
直
に
混
蹴
が
波
及
し
た
第
E
段
階
と
い
え
ど
も
卒
静
に
な

っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

-176ー

一
六
0
年
代
か
ら
一
八
四
年
ま
で
|
|
後
漢
帝
園
下
降
期
の
第
国
段
階

@
 

ゐ
こ
の
時
期
は
長
江
中
流
域
以
南
H
江
南
地
面
に
も
農
民
反
範
が
績
鼓
し
た
こ
と
を
特
色
と
す
る
。
ま
ず
こ
の
期
閉
め
反
飽
を
列
奉
す
る
。

長
沙

・
零
稜
の
賊
七
八
千
人
、
将
軍
を
自
稿
し
、
桂
陽
・
蒼
梧

・
南
海
ー・
受
魁
に
ま
で
入
る
〈
後
漢
書
桓
帝
紀
・
同
度
向
停
)

ω
一
六



純
一
六
二
帥
を
卒
定
す
る
た
め
に
慮
募
し
た
殻
章
支
瞬
の
人
六
盲
除
人
、
貨
が
得
な
い
の
を
怨
み
民
乱
。

z
a

一
六
mw年
民
荊
州
刺
史
鹿
向
tk降

っ
た
と
き
に
は
「
降
者
数
高
人
」
と
い
お
れ
る
ほ
ど
の
規
模
に
な
っ
て
い
た
〈
後
漢
書
桓
帝
紀
及
び
章
注
所
引
の
東
観
記
・
後
漢

書
度
、向
俸
〉
。
ま
た
こ
の
ム
き
、
ト
陽
・
潜d

鴻
ら
を
渠
帥
と
し
て
過
去
十
年
間
活
動
し
て
い
た
桂
陽
の
宿
賊
も
度
備
に
降
る
ハ
史

料
向
上
〉

倒
一
六
三
桂
陽
の
盗
肱
ー李
研
ら
郡
麟
を
冠
し
た
が
、
零
陵
太
守
陳
球
に
卒
定
さ
る
(
後
漢
書
桓
帝
紀
・
同
陳
球
停
)

側
一
六
五
荊
州
兵
朱
蓋
ら
征
成
の
役
久
し
い
の
に
財
賞
た
ら
ざ
る
を
う
ら
み
、

、
桂
陽
の
賊
胡
蘭
句
三
千
儀
人
と
と
も
に
桂
陽
、

零
陵
を
攻

め
、
教
高
人
に
膨
張
し
た
が
、
度
向
の
率
い
る
軍
勢
に
一
鎮
座
さ
る
(
後
漢
書
度
尚
停
・
向
桓
帝
紀
・
同
陳
球
俸
)

側
一
六
五
勃
海
の
妖
賊
葦
登
ら
太
上
皇
帝
を
稿
し
た
が
皆
な
読
さ
る
ハ
後
漢
書
桓
帝
紀
)

側
一
六
六
慶
陵
の
龍
向
、
市
園
m
v
載
異
と
と
も
に
符
書
を
つ
く

っ
て
太
上
皇
を
自
構
し
た
が
設
さ
る
(
後
漢
書
桓
帝
紀
)

師
二
ハ
七
鷹
江
の
賊
起
る
(
後
漢
書
桓
帝
紀
〉

側
一
七

O

済
南
の
賊
起
り
東
卒
陵
を
攻
め
る
(
後
漢
書
霊
帝
紀
)

側
一
七
三

‘
禽
稽
の
妖
賊
許
昭
、
句
章
に
起
兵
し
、
父
を
越
玉
三
し
自
ら
は
大
将
軍
を
稀
し
、
一
薦
人
の
勢
力
と
な
る
。
臭
郡
司
馬
孫
竪
は
精

勇
千
絵
人
を
召
募
し
、
州
都
に
協
力
し
て
こ
れ
を
卒
定
(
ハ
後
漢
書
霊
帝
紀
・
同
蹴
洪
停
・
呉
志
孫
堅
俸
)

帥一

λ
O
蒼
梧
v

桂
陽
の
猪
賊
相
い
緊
り
、

'零
陵
の
郡
豚
を
攻
め
た
が
、
零
陵
太
守
楊
避
に
卒
定
さ
る
(
後
漢
書
楊
破
俸
・
資
治
遁
鑑
漢
紀

霊
帝
の
光
和
三
年
の
僚
)

以
上
一
臆
一

O
件
と
数
え
る
と
、
う
ち
側
・
倒
・
側
・
側
三
脚
の
五
件
が
段
階
匿
分
の
指
標
と
し
た
江
南
地
匿
に
お
い
て
護
生
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
な
か
に
は
倒
の
桂
陽
の
宿
賊
の
よ
う
に
一
五

0
年
代
か
ら
行
動
し
て
い
た
も
の
も
あ
る
が
、
二
ハ

0
年
代
に
至
っ
て
江
南
地
直
の
朕

況
は
一
段
と
悪
化
し
た
と
認
め
ら
れ
る
。
延
素
九
年
(
二
ハ
六
)
の
詔
は
、

:

比
歳
不
登
、
民
多
飢
窮
、
又
有
水
早
疾
疫
之
園
、
盗
賊
徴
夜
、
南
州
尤
甚
〔
〈
章
注
V

謂
長
沙
・
桂
陽
・

零
陵
等
郡
也
、
並
層
荊
州
〕
。

-177..-
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漢
書
桓
帝
紀
〉

e

と
の
べ
て
い
る
。

こ
れ
ら

一
六
0
年
代
に
入
っ
て
激
震
す
る
江
南
地
面
の
反
飢
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
で
あ
ろ
う
か
。
倒
の
反
凱
の
さ
い
、
中
央
か
ら
御

-

か

史
中
丞
盛
修
が
つ
か
わ
さ
れ
、
「
丘
ハ
を
募
り
て
之
を
討
つ
も
刻
つ
能
わ
ず
。
珠
章
支
鯨
の
人
六
百
蝕
人
、
募
に
薩
ず
る
も
賞
を
得
、
ず
。
直
ち
に

@
 

怨
悉
し
、
濯
に
反
し
て
長
沙
の
郡
勝
を
焚
焼
し
、
盆
陽
を
冠
し
て
豚
令
を
殺
す
」
と
い
う
。
こ
れ
か
ら
見
る
に
、
さ
き
に

「
賊
」
と
な
っ
た
元

農
民
も
、
そ
れ
を
討
つ
た
め
に
褒
賞
め
あ
て
で
臆
募
し
た
農
民
も
ほ
と
ん
ど
似
た
よ
う
な
窮
肢
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
倒
の
、荊
州
兵
も
農
民
を

徴
渡
し
て
編
成
し
た
も
の
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
紋
況
は
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
に
よ
り
、
第
班
段
階
江
南
地
直
の
農
民
た
ち
は

お
し
な
べ
て
窮
乏
化
し
て
お
り
、
軍
に
か
れ
ら
を
招
募

・
徴
渡
し
て
も
、
反
刷
肌
を
鎮
定
す
る
力
に
な
る
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
横
大
さ
せ
る
危

み
ず
か

除
も
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
た
め
倒
の
場
合
、
度
向
に
つ
い
て
「
婦
ら
部
曲
を
率
い
、
興
に
務
逸
を
同
じ
く
し
、
贋
く
雑
種
諸
蟹
夷

を
募
り
、
購
賞
を
明
設
九
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
配
下
兵
員
の
掌
握
に
気
づ
か
い
、
さ
ら
に
壁
夷
を
招
募
し
て
種
族
的
封
立
を
利
用
す
る
こ

と
ま
で
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
側
の
場
合
に
は
地
元
の
軍
事
力
だ
け
で
は
卒
定
で
き
、
ず
「
幽

・
糞

・
察
陽

・
烏
桓
の
歩
騎
二
高
六
千

九
」
が
投
入
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
江
准
地
直
に
属
す
る
倒
の
場
合
に
は
、
富
春
の
豪
族
、
呉
郡
司
馬
孫
堅
が
現
地
に
お
い
て
主
鐙
的
に
反
範

銀
座
の
た
め
の
軍
事
力
を
編
成
し
て
州
郡
に
協
力
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
E
段
階
江
准
地
匿
の
帥
の
募
に
雁
じ
て
徐
鳳
を
討
っ
た
謝
安
も
あ
る

い
は
下
却
の
豪
族
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
こ
と
は
前
節
で
の
ベ
た
。
江
南
地
匿
の
反
凱
銭
定
に
さ
レ
し
て
は
こ
の
よ
う
な
組
織
者
と
じ
て
の
豪

-178一

族
は
登
場
心
な
い
。
江
准
地
区
も
全
世
と
し
て
は
、
豪
族
の
存
在
が

一
般
化
し
て
い
た
と
は
考
え
難
い
が
、
そ
れ
に
し
て
あ
、
討
賊
の
た
め
の

@

t

t

 

州
献
の
兵
や
臆
募
者
が
賊
化
し
て
し
ま
う
と
い
う
事
例
は
な
い
b

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
見
る
に
、
第
E
段
階
江
南
地
区
は
極
度
の
混
範
献
態
に

陥
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

，

こ
の
よ
う
な
第
E
段
階
江
南
の
混
蹴
は
何
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
、
第
I
・
第
E
段
階
の
関
東
地
巨

・
江
准
地
区
の
混
観
が
、
江
南
地
匡
の

負
捨
を
強
化
し
た
こ
と
が
根
本
的
な
原
因
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
二
世
紀
初
頭
か
ら
後
漢
帝
圏
が
下
降
期
に
入
る
に
つ
れ
て
、
南
方
諸
種
高
め



離
反
が
あ
い
つ
お
、
こ
れ
を
銀
匪
す
忍
た
め
に

4

佐
官
搭
臣
、の
農
民
の
免
措
杭
按
化

r
kた
こ
と
が
筆
、
げ
ら
れ
る
。
江
南
地
匪
は
江
準
型
也
、
ι一統

も
さ
ら
に
未
開
設
の
段
階
に
あ
っ
た
か
ら
、
戸
と
う
て
い
こ
の
二
重
の
負
携
強
化
に
耐
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
時
期
関
東
地
匡
・
江
准
地
匿
の
朕
況
は
ど
う
で
あ
っ

た
か
。
ま
ず
、

一
八
四
年
の
蜂
起
以
前
の
張
角
ら
の
活
動
を
示
す
二

つ
の
史
料
を
見
て
み
よ
う
。

a
、
初
鉦
鹿
張
角
、
自
橋
大
賢
良
一
師
、
奉
事
責
老
遁
、
畜
養
弟
子
、
脆
奔
首
温
、
符
水
呪
説
、
以
療
病
、

病
者
頗
愈
、
百
姓
信
向
之
、
角
因
遺

弟
子
八
人
、
使
於
四
方
、
以
善
道
数
化
天
下
、
'
轄
相
証
惑
十
齢
年
聞
い
衆
徒
数
十
高
、、
連
結
郡
園
、
自
青

・
徐

・
幽
・
糞
・
荊
・

揚

・
売
・

2

環
八
州
之
人
、

莫
不
畢
躍
。
(
後
漢
書
皇
甫
嵩
俸
〉

'

b
、
先
是
、
黄
巾
帥
張
角
等
、
執
左
道
、
稿
大
賢
、
以
誼
耀
百
姓
、
、天
下
織
負
諦
之
、
賜
時
在
司
徒
¥
召
嫁
劉
陶
告
目
、
張
角
等
遭
赦
不
悔
、

而
精
盆
滋
蔓
、
今
若
下
州
郡
捕
討
、
恐
更
騒
擾
、
速
成
其
患
、
且
欲
切
敷
刺
史
・

二
千
石
、
筒
別
流
入
、
各
護
蹄
本
瓢
、
以
孤
弱
其
黛
、
然

後
訣
其
渠
帥
、
可
不
務
而
定
、
如
何
。
(
後
漢
書
楊
賜
俸
〉

b
の
楊
賜
が
司
徒
ーの
地
位
に
あ
っ
た
の
は
、
後
漢
書
霊
帝
紀
に
依
れ
ば
、
蕉
卒
五
年
(
一
七
六
)
一
一
丹
か
あ
翌
年

一
二
月
ま
で
で
あ
る
。

こ

/
 

の
と
き
す
で
に
楊
賜
は
一
八
四
年
の
事
態
を
議
測
し
、
憂
慮
じ
た
の
だ
が
、
b
の
官
頭
と
a
の

「
輔
相
誼
惑
す
若
こ
と
十
齢
年
の
間
」
と
記
さ

れ
た
部
分
か
ら
見
れ
ば
、
さ
ら
に
そ
れ
以
前
か
ら
張
角
ら
が
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
b
の
ぞ「流
人
を
筒
別
し
、
各
々
本
郡
に
護

信
仰
し
、
以
て
其
の
黛
を
孤
弱
し
」
と
い
う
よ
り
見
れ
ば
、
張
角
ら
の
勢
力
が
大
き
く
流
民
に
負
っ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
T
嘗
然
、
流
民
と
化

す
ま
で
広
は
至
ら
な
い
大
量
の
窮
民
も
存
在
L
、
か
れ
ら
の
聞
に
も
支
持
者
を
得
た
で
あ
ろ
う
。

江
准
地
直
に
つ
い
て
も
、
蜂
起
の
直
前
「
大

@
 

方
馬
元
義
等
、
先
ず
荊
・
揚
の
数
高
人
を
牧
め
、
鄭
よ
り
護
す
る
を
期
曾
す
」
と
い
う
を
見
れ
ば
、
か
な
り
の
流
民
T

・
窮
民
が
護
生
し
て
い
た

は
ず
で
あ
る

o

J

第
E
段
階
江
南
地
区
の
混
飽
は
、
以
前
か
ら
の
関
東
地
匿
・
江
准
地
匡
の
混
観
を
さ
ら
に
深
刻
な
も
の
に
し
た
で
あ
ろ
う
。

後
漢
帝
園
は
こ
れ
ら
関
東
・
江
准
の
大
量
のi

流
民
窮
民
を
賑
岨
し
、
再
び
農
業
生
産
の
過
程
に
復
鯖
・
さ
せ
る
力
を
失
っ
て
い
た
。
張
角
ら
の

敬
勢
が
増
大
す
る
の
に
封
し
て
「
郡
鯨
、
其
の
意
を
解
さ
ず
。
反
っ
て
角
の
善
道
を
以
て
数
化
す
る
を
言
い
、

民
の
諦
す
所
と
償
問
加
」
と
い
う

563 
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朕
態
は
、
地
方
官
の
認
識
不
足
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
下
降
期
第
E
段
階
の
後
漢
帝
園
の
力
量
が
忠
買
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
も
解
せ

る
。
現
質
の
共
同
健
機
能
を
喪
失
し
て
し
ま
っ
た
専
制
園
家
H
後
漢
帝
圏
は
、

破
憧
農
民
の
暴
徒
化
の
防
止
を
妖
亙
張
角
の
「
数
化
」
に
期

待
し
た
。
だ
が
、
張
角
も
ま
た
自
己
の
教
え
が
寧
な
る
幻
想
で
な
い
こ
と
を
示
す
こ
と
な

νに
は
、
い
つ
ま
で
も
大
量
の
破
産
農
民
を
つ
な
ぎ

ず

で

ま

さ

@

と
め
て
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
う
し
て
か
れ
は

「
蒼
天
己
に
死
す
。
責
天
嘗
に
立
つ
ベ
し
」
と
の
ス
ロ

ー
ガ

ン
を
掲
け
、
規
貫
政
治
の
レ

ベ
ル
に
お
い
て
、
後
漢
管
閣
に
代
る
共
同
盟
機
能
を
回
復
し
た
園
家
の
再
建
を
企
園
す
る
に
至
る
。

お

わ

り

以
上
黄
巾
の
範
以
前
の
流
民
・
窮
民
の
反
飽
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
園
東
学
の
農
業
が
二
世
紀
初
頭
か
ら
段
階
的
に
北
か
ら
南
へ

と
混
能
地
域
を
廉
げ
て
ゆ
く
朕
況
を
見
た
。
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
、
責
巾
の
凱
の
性
格
を
開
納
し
た
。
車
純
な
論
旨
で
あ
る
が
、
多
く
の
諜
り
を

犯
し
た
り
で
は
な
い
か
と
恐
れ
る
。
大
方
の
御
叱
正
を
切
望
す
る
。

註①
本
稿
で
は
異
民
族
の
反
枇
を
の
ぞ
い
て
一

O
O年
か
ら
一
八
四
年
の
間

に
四
O
件
の
反
飢
・
妖
賊
・
盗
賊
を
数
え
え
た
。
こ
の
四
O
件
は
本
文
の

叙
述
市
で
節
の
直
切
り
に
関
係
な
く
ア
ラ
ビ
ア
数
字
の
一
連
番
践
で
示
す

こ
と
に
す
る
(
そ
の
下
の
漢
数
字
は
西
暦
紀
元
)
。
こ
の
う
ち
帥
・
帥
・

倒
・
闘
を
の
ぞ
く
一
一
一
六
件
は
漆
侠
等
著

一『
秦
漢
農
民
戦
字
史
』
の
一
四
克

頁
か
ら
一
五
三
頁
に
か
け
て
の
「
各
地
農
民
起
義
筒
表
」
に
採
録
さ
れ
て

い
る
。
氏
ら
の
著
書
が
な
か
っ
た
な
ら
、
拙
い
本
稿
も
成
ら
な
か
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
ま
ず
註
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
ま
た
妖
賊
に
つ
い
て
は
志

因
不
動
勝
「
後
漢
時
代
の
妖
亙
と
妖
賊
」

(
『
歴
史
教
育
」
二
審
六
蛾
)

が
事
例
を
採
録
じ
て
お
り
、
参
考
に
し
え
た
。

'，' 

T 

(
一
九
六
七

・
一
二

・
二

O
)

-180一

②
後
漢
書
西
売
待
。
以
下
先
人
の
反
飢
に
つ
い
て
出
典
の
註
記
し
て
い
な

い
引
用
文
は
、
す
べ
て
後
漢
書
西
先
停
か
ら
の
も
の
。

③
後
漢
霊
園西
発
停
は
「
散
鋲
」
と
記
し
て
い
る
。

①

後

漢
書
虞
調
停
。

③

資
治
通
鑑
漢
紀
順
帝
の
建
康
元
年
の
篠
に
、
武
都
太
守
越
忠
の
は
た
ら

き
で

「沖
錐
死
、
而
前
後
多
所
斬
獲
、

発
途
表
耗
」
と
い
う
。

耳
目
書
江
統

俸
に
も
関
係
記
事
あ
り
。
な
お
、
、
こ
の
売
人
の
反
飢
に
つ
い
て
は
、
出
国
口

重
園
「
光
武
帝
の
軍
備
縮
小
と
其
の
影
響
」
(
同
氏
箸
『
秦
漢
惰
膚
史
の

研
究
』
上
容
所
収
〉

-
上
回
早
苗

「
巴
萄
の
豪
族
と
図
家
権
力
||
陳器開

と
そ
の
組
芦
た
ち
を
中
心
に

|
1」
ハ
『
東
洋
史
研
究
』
二
五
各
四
鋭
V

参
。

娘。
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@

ー賞
後
漢
寄
与
『
五
仲
志
』

0

・
『
古
今
注
』
に
時
u
↓
事
象
が
霊
復
し
て
記
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
適
宜
い
ず
れ
か
一
つ
を
記
し
た
。
出
瓦
誠
彦
著

『支

那
紳
話
停
読
の
研
究
』
の
一
一
一

O
O頁
か
ら
一-
一
二
三
頁
・
四
六
四
頁
か
ら
四

八
五
頁
に
古
代
中
園
の
洪
水
・
皐
魅
年
表
が
あ
る
。
矢
野
一
方
之
助
「
中
園

古
代
史
家
の
諸
設
を
許
す
」
〈
『
歴
史
事
研
究
』
一
八

O
腕
)
は
出
石
氏
の

年
表
に
依
っ
て
、
一

O
年
匿
切
り
で
水
皐
害
義
生
の
頻
度
を
表
化
し
て
い
-

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
一

0
0年
代
・
一
一

0
年
代
・
一
三

0
年
代
・
二
ニ
忌

0
年
代
に
水
阜
害
が
多
渡
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
本
稿
の
水
皐
害
年
表

は
年
代
も
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
範
囲
内
で
も
出
石
氏
の
も
の
と
異
同
は

あ
る
が
、
天
野
氏
の
指
摘
さ
れ
た
傾
向
は
正
し
い
で
あ
ろ
う
。

め
③
⑤
⑩
⑬
-⑫

後
漢
書
安
帝
紀
。

⑬

'後
漢
書
王
油
開
傍
-

，⑬

後

漢

書
虞
調
停
。

⑬
後
漢
書
安
帝
紀
。

⑮
⑫
後
漢
書
順
帝
紀
。

i

⑬
勢
総
」

l

雨
漢
郡
図
面
積
之
佑
計
及
口
激
増
減
之
推
測
」
(
闘
立
中
央
研

究
院
一
『
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
第
五
木
第
二
分
〉
に
よ
る
。
氏
が
使
っ

て
い
る
後
漢
の
郡
園
別
口
数
は
、
本
稿
の
段
階
匿
分
で
は
第
H
段
階
に
あ

た
る
永
和
五
年
(
一
四

O
〉
の
も
の
で
ム
あ
る
。

⑬
本
稿
の
関
東
地
面
と
は
、
お
お
よ
そ
准
河
以
北
・
函
谷
・
大
行
山
脈
の

麓
以
東
を
さ
す
。
後
演
の
州
で
い
え
ば
、
糞
・
青
・
禿
・
強
州
に
徐
州
北

半
と
司
隷
東
部
(
河
内
・
河
南
)
を
加
え
た
あ
た
り
。
た
だ
し
本
地
匿
の

南
界
海
州
汝
南
郡
な
ど
は
、
次
節
で
み
る
荊
州
南
陽
郡
な
ど
と
共
通
す
る

と
こ
ろ
も
あ
か
、
江
准
地
問
問
の
特
色
も
あ
わ
せ
持
っ
て
い
る
?

⑧
f

た
と
え
ば
後
漢
書
劉
虞
停
は
「
沓
幽
部
熔
接
荒
外
、
資
費
甚
底
、
品
開
常

都
青
・
業
賦
調
一
，h一
億
有
徐
V
以
給
疋
之
」

I

と
い
う
。

@

、拙
稿
、「

後
漢
豪
族
の
農
業
経
営

l
J儀
作
・
億
作
f

奴
隷
勢
働
ト
ド
ν

(
『
鹿
史
皐
研
究
』
二
八
六
貌

γ参
照
e

借
貸
に
つ
い
て
は
好
並
隆
司
可
漢

代
の
治
水
港
紙
政
策
と
豪
族
」
〈
司
中
園
水
利
史
研
究
』
一
一
蹴
)
参
照
。

@
川
勝
義
雄
「
漢
末
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
運
動
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
二
五
省

!
四
貌
〉
は
二
世
相
即
後
，学
か
ら
「
豪
族
の
領
主
化
傾
向
」
が
一
顕
著
に
な
っ
た

と
す
る。

氏
の
糞
巾
の
飢
の
性
格
規
定
と
、
本
稿
の
そ
れ
と
は
必
ず
し
も

一
致
し
な
い
が
、
さ
し
あ
た
り
氏
の

J

「
豪
族
の
領
主
化
傾
向
L

の
指
摘
は

参
考
に
な
る。

@
品
切
株
』「
前
掲
論
文
」
参
照
。

@

五

井

直
弘

ヲ
中
園
古
代
一の描
晴海
|
|
前
漢
の
河
内
郡
を
中
、心
と
し
て

』
|

|
」
(『古
代
史
講
座
』

8
所
牧
)
・

木
村
正
雄
著

『中
園
古
代
帝
闘
mv

一

4

形
成
』
第
四
章
中
の
「
C
地
直
b
に
お
け
る
燃
の
置
磁
と
そ
の
篠
件
」
参

'
m

nnhno 

@

宇

都

宮
清
吉
「
漢
代
に
お
け
る
家
と
豪
恥
」
(
同
氏
著

『
漠
代
位
合
同経

¥
白

済
史
研
究
』
所
枚
〉
の
註
一

O
一
参
照
。

⑧

後

漢
書
劉
植
停
・
同
秋
純
縛
参
照
。

@

後

漢

書
李
章
停
参
照
。

⑧

後

漢

書
夏
複
侍
参
照
-

⑧

後

漢

書
王
製
待
参
照
。

@

後

漢
書
張
蹄
停
参
照
。

@

後

輩

言

楊
俸
参
照
。

.@

漢

書
卒
帝
紀
。

@
後
漢
番
陳
蕃
停
-

@

後

漢

書
滅
洪
待
。
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@

ー
後
漢
書
陶
謙
得
。

@
本
稿
の
江
前
地
区
は
一
路
准
河
と
長
江
に
は
さ
ま
れ
た
地
幣
と
い
う
ほ

ど
の
意
味
だ
が
、
長
江
下
流
域
で
は
、
康
俊
郡
ま
で
で
な
く
、
長
江
以
南

の
丹
陽
・
呉
郡
・
曾
稽
の
三
郡
を
含
む
。
後
漢
の
州
で
レ
え
ば
荊
州
と
揚

州
の
北
半
と
徐
州
南
部
で
あ
る
。
品
刀
徐
氏
の
算
出
し
た
人
口
密
度
に
つ
い

て
い
え
ば
、
北
端
の
南
陽
郡
の
四
九
・

O
、
長
江
南
岸
に
か
か
る
江
夏
郡

の
三
・
四
の
こ
つ
を
の
ぞ
き
、
他
の
郡
園
は
一

O
内
外
か
万
二

O
以
内
で

あ
る
。
ま
た
木
地
直
は
、
木
村
正
雄
前
掲
著
書
の
D
地
匿
に
ほ
ぼ
該
嘗

す
る
。
氏
は
D
地
直
お
よ
び
そ
れ
よ
り
南
の
E
地
直
の
特
色
を
説
明
し
て

「
気
候
が
比
較
的
緑
潤
で
、
そ
の
開
拓
は
氏
族
や
家
族
な
ど
と
い
う
よ
う

な
小
集
闘
で
も
可
能
で
、
従
っ
て
北
シ
ナ
の
よ
う
に
、
園
家
権
力
を
背
景

と
す
る
よ
う
な
第
二
次
農
地
は
そ
れ
程
厳
く
は
形
成
さ
れ
な
か
っ
た
」

(
著
書
七
七
六
頁
)
と
い
ヲ
。

⑧
漆
侠
氏
ら
の
表
は
帥
・
帥
を
一
三
九
年
と
し
て
い
る
。
後
漢
番
線
撫
停

に
は
沼
容
・
周
生
・
徐
鳳
・
馬
勉
ら
の
活
動
が
一
四
四
年
か
ら
記
さ
れ
て

い
る
。
績
漢
露
天
文
士
山
中
は
一
三
九
年
来
の
火
星
の
動
向
に
よ
っ
て
橡
測

さ
れ
て
い
た
ミ
と
と
し
つ
つ
、
一
四
一
年
の
大
将
軍
梁
商
の
死
と
な
ら
べ

て
汁
九
江
・
丹
陽
賊
周
生
・
馬
勉
等
、
起
兵
攻
波
郡
鯨
」
と
記
し
て
い

る
。
後
漢
書
周
血
苧
柑
怖
に
よ
れ
ば
、
梁
商
の
遺
言
に
よ
っ
て
諌
議
大
夫
を
耳
丹

、

し
た
周
患
が
連
年
の
災
異
に
封
廃
す
る
た
め
の
施
策
と
し
て
「
宜
密
巌
敷

州
都
、
，
察
彊
宗
・
大
姦
、
以
臨
吋
禽
討
」
と
上
言
し
て
い
る
。
周
家
停
は
こ

れ
に
つ
づ
け
て
、
叶
築
後
江
准
滑
賊
周
生
・
徐
鳳
等
、
鹿
虜
並
起
、
如
寧
所

陳
、
時
詔
遺
λ
使
巡
行
風
俗
』
と
い
う
。
こ
の

A
一
使
巡
行
は
順
帝
紀
に
よ

れ
ば
漢
安
元
年
2
(

一
四
二
)
八
月
の
こ
と
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
周

生
ハ
と
箔
容
〉
・
徐
鳳
や
と
馬
勉
υ
は
一
四
一
年
ど
ろ
か
ら
活
動
し
は
じ

め
た
と
剣
定
す
る
。

@
永
和
は
ご
一
一
六
年
か
ら
一
四
一
年
ま
で
。
資
治
活
鑑
ほ
こ
の
記
事
を、氷

和
六
年
三
四
一
〉
の
僚
に
か
け
る
。

@
後
漢
書
紳
瀦
停
に
よ
れ
ば
、
こ
の
事
件
は
順
帝
代
梁
繋
が
大
特
筆
の
地

位
に
あ
っ
た
と
き
。
と
す
る
と
一
四

一
年
か
ら

一
四
四
年
の
問
に
起
っ
た

こ
と
に
な
る
。

⑬

ωと
帥
に
関
し
て
は
、
後
漢
書
越
彦
停
に
「
延
燕
三
年
(
一
六

O
)、浪

邪
賊
努
丙
輿
太
山
賊
叔
孫
無
忌
殺
都
尉、

攻
波
浪
邪
廊
豚
」
と
あ
る
。

@
帥
の
褒
城
・
昆
陽
は
頴
川
郡
に
属
す
故
、

、
一
感
荊
州
南
陽
郡
の
ほ
う
で

な
く
、
強
州
頴
川
泌
に
地
域
匿
分
し
て
お
く
。

@
西
村
元
佑
「
漢
代
の
勘
農
政
策
|
|
財
政
機
構
の
改
革
に
関
連
し
て

|
|
」
(『史
林
』
回
二
容
三
腕
)
参
照
。

一

⑬
⑬
同
月
士
山

歩

騰

得

。

四

@

後

漢
禽
隙
撫
停
。

h
g

一

⑬
論
衡
自
紀
篇
で
、
建
武
三
年
(
二
七
〉
生
れ
の
王
充
は
祖
父
に
つ
い
て

「
祖
父
汎
奉
家
搭
載
、
就
安
曾
稽
、
留
銭
唐
蘇
、
以
買
販
篤
事
」
と
い
う
。

@
奥
志
孫
竪
待
。

⑬
西
嶋
定
生
「
火
耕
水
縛
広
つ
い
て
|
|
江
准
稲
作
農
業
の
展
開
過
程

1

1
」
(
同
氏
著
『
中
関
経
済
史
研
究
』
所
収
)
参
照
。

⑮
豪
族
と
阪
の
関
係
に
つ
レ
て
は
、
た
と
え
ば
南
陽
の
奨
氏
と
奨
氏
阪
の

ー
例
(
後
漢
書
焚
宏
侍
f
水
経
注
清
水
の
係
参
照
'
)
。
一

@
こ
れ
は
あ
く
ま
で
一
般
的
傾
向
を
述
べ
た
の
み
で
あ
る
?
般
の
な
か
で

も
汝
南
の
鴻
街
肢
の
よ
う
医
大
規
模
な
も
の
は
園
家
の
動
農
機
能
の
衰
退

に
つ
れ
て
荒
腰
し
て
い
る
。
な
お
木
村
正
雄
前
掲
著
務
第
三
章
中
の

記際

水
溢
灘
事
業
の
展
開
」
参
照
。



ょ
俊

一
こ
の
形
の
記
述
は
後
漢
書
本
紀
全
慢
で
J

ほ
か
に
は
本
交
で
徐
世
寸オ
ヨ

永
元
企
卒
円
一
一
一
一
一
)
が
一
例
あ
る
の
み
。
な
お
襲
形
と
し
て
は
質
帝
紀

本
初
元
年
(
一
四
六
〉
の
篠
の
詔
に
「
九
江

・
慶
陵
二
郡
、
数
離
冠
害
、

残
夷
最
甚
・
・
:
(
中
略
)
:
・
4
実
調
比
郡
見
穀
、
出
菓
窮
弱
、
牧
葬
結
核
、

務
加
理
郎
、
以
稽
朕
意
」
と
あ
る
。

@
卒
中
苓
次
「
漢
代
の
田
租
と
災
害
一
に
よ
る
其
の
減
菟
」
ハ
同
氏
著

『中

闘
古
代
の
田
制
と
税
法
』
所
牧
)
参
照
ρ

@
⑧
後
漢
書
張
綱
停
。

〆

@
、
志
因
不
動
膨
前
岨
均
一
論
文
な
ら
び
に
大
淵
忍
高
剛
一切
中
園
巳
お
け
る
民
族
的

宗
教
の
成
立
」
(
同
氏
著
『
道
教
史
の
研
究
』
所
牧
)
の
註
日
参
照
。

@

s後
漢
書
勝
撫
停
。

¥
 

@
こ
れ
は
目
下
は
筆
者
の
た
ん
な
る
論
理
上
の
推
測
に
と
ど
ま
る
。
、

@
闘
が
起
っ
た
と
き
、
究
州
刺
史
第
五
種
に
封
し
て
従
事
衛
沼
は
「
太
山

験
阻
、
冠
猪
不
制
、
今
雄
有
精
兵
、
難
以
祉
敵
」
丹
後
漢
書
第
五
種
停
〉

と
述
べ
て
い
る
。

567 

ト

@
ψ
ほ
か
に
後
喜
和
穆
一
院
・
饗

書
五
行
配
ヨ
も
ら
の
附
府
警
警

，℃
い

マ匂。

，
J

f

J

-

⑫

木

村

E
雄
前
掲
著
書
の
地
域
匿
分
E
地
面
の
東
学
に
ほ
ぼ
相
嘗
す
る
。

凪刀酷林氏
・の
掛
持
出
し
た
人
口
密
度
に
関
し
て
は
、
こ
の
地
区
で
は
長
、
沙
一
四

・
0
、
議
章
六

・
七
、
零
陵
一
六
・
七
、
桂
陽
九

・
六
の
四
郡
を
の
ぞ
い

て
、
の
こ
り
の
郡
は
す
べ
て
五

・
O
以
?
に

@

@
@

後
漢
書
度
筒
停
川

@

2
江
准
地
匿
の
反
乱
で
「
州
郡
兵
」
が
討
賊
に
動
員
さ
れ
た
明
登
の
易
る

も
の
は

ω
(後
漢
書
順
帝
紀
参
照
〉
と
帥
ハ
後
枇
静
香
隙
撫
侍
参
照
v
。
-

@
後
藤
均
卒
「
後
漢
書
所
見
越
南
三
郡
反
飢
記
事
小
考
(
上
V

」
(新
潟
大

事
『
人
文
科
皐
研
究
』
一
一
一
一

回一輯
〉
参
照
。

⑧

後

漢
書
皇
甫
嵩
待
。

@
資
治
通
鑑
漢
紀
盤
帝
の
光
和
六
年
(
一
八
三
〉
の
係
。

@
i
後
漢
書
皇
甫
嵩
停
。
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